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課外活動は今 

表紙の情景［多目的ホール（ハローホール）前］ 

技術革新のシーズとなる新たな機能性材料の創製をめざして 
・界面現象研究センター　工学部教授　森 康維 

留学生を支援するボランティア活動に奔走 ～相手の立場で考えることの大切さを知る～ 
・田口 沙緒理さん（政策学部4年次生） 

INTERVIEW　～同志社人訪問～ 

元阪神タイガース 片岡篤史氏 新入学生歓迎特別講演会／スポーツ健康科学部棟（仮称）起工式／同志社大
学の募金事業／今出川キャンパスに「SAN FRANCISCO COFFEE」が開店／ラグビー場 人工芝敷設オープ
ニングセレモニー／追悼記念礼拝―JR福知山線脱線事故及び福島でのバス事故から2年を覚えて―／本学教
員執筆図書の紹介／卒業生の新刊図書 

CAMPUS NEWS

ANNOUNCEMENT  

株式会社片山商店代表取締役 
片山 象三さんに聞く 
 

　4月のオリエンテーション期間、とくに入学式後の1週間はクラブ・サークルの
出店が並び、京田辺キャンパスが1年間で最も活気づく季節である。多目的ホ
ール（ハローホール）前の広場でも、クラブ・サークル紹介の催しが繰り広げられ、
お昼休みにはお弁当を広げて観賞する学生の姿が数多く見られる。 
　多目的ホール（ハローホール）は、京田辺キャンパスにおける文化イベントの
中心。座席はすべて移動式（最大300席）のため自由なレイアウトが可能で、各
種講演のみならず、インスタレーションなどで効果的な演出をすることもできる。 

大学の活動 

在学生・教員の活躍 

卒業生の活躍 

MY JOB,  MY LIFE  ～シリ－ズ 私と「仕事」～ 
・宮下 幾久子さん（1991年法学部卒業） 
・杉浦 万正さん（1998年経済学部卒業） 

同志社の研究は今 

データでみる同大生の2006年度就職戦線 

2007年度 大学予算について 

楽洛キャンパス 

MY PURPOSE

『ONE PURPOSE』は学生・卒業生のみなさんと大学とのコミュニケーションをはかることを目的として発行しています。 
ささいなことでも結構ですので、どしどし広報課までご意見・情報をお寄せください。 
 

特 集  

1200年の都・京都をキャンパスにした「学びと遊び」のプログラム 

局 
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写真協力：スポーツアトム編集局 
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2
0
0
6
年
7
月
、日
本
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
界
に

歴
史
的
衝
撃
が
走
っ
た
。静
岡
・つ
ま
恋
で
行
わ
れ

た
第
45
回
全
日
本
学
生
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
男
子
王
座

決
定
戦
。そ
れ
ま
で
公
式
戦
1
5
0
連
勝
、王
座

決
定
戦
19
連
覇
を
果
た
し
て
い
た
王
者
・
近
畿
大

学
を
、同
志
社
大
学
が
打
ち
破
っ
た
の
で
あ
る
。「
限

ら
れ
た
時
間
内
で
、3
人
が
ど
れ
だ
け
正
確
に
射

る
こ
と
が
で
き
る
か
。決
勝
ラ
ウ
ン
ド
は
予
選
よ

り
射
る
本
数
が
少
な
く
な
り
ま
す
か
ら
、よ
り
ハ

イ
レ
ベ
ル
の
戦
い
に
な
り
ま
す
。し
か
も
決
勝
の
相

手
は
、無
敵
の
近
大
。少
し
で
も
ミ
ス
を
し
た
方
が

負
け
と
い
う
厳
し
い
状
況
で
し
た
。で
も
、会
場
で

は
た
く
さ
ん
の
応
援
が
同
志
社
の
方
に
向
い
て
い

て
、と
て
も
良
い
雰
囲
気
だ
っ
た
。勝
つ
こ
と
が
で

き
た
の
は
、応
援
の
力
が
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」

と
、48
代
目
主
将
の
西
川
良
平
さ
ん（
文
学
部
社

会
学
科
メ
デ
ィ
ア
学
専
攻
4
年
次
生
）は
、そ
の
日

を
振
り
返
る
。 

　
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
の
歴
史
は
古
い
。弓
道
部
洋
弓

班
と
し
て
活
動
を
開
始
し
た
の
が
1
9
6
0
年
。

過
去
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
も
代
表
選
手
を
送
り

出
し
、モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
大
会
で
は
個
人
で
銀
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
て
い
る
。だ
が
近
年
は
、有
力
選
手

を
多
数
集
め
た
近
大
の
後
塵
を
拝
し
て
お
り
、昨

年
の
優
勝
は
実
に
28
年
ぶ
り
の
快
挙
だ
っ
た
。こ

の
結
果
、団
体
で
は
、男
子
5
回
、女
子
は
7
回
学

生
王
座
に
就
い
た
実
績
を
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
。 

　
西
川
主
将
が
語
る
部
の
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
全
員
で
勝
ち
に
い
く
、今
何
を
す
べ
き
か
考
え
る
」。

「
試
合
、練
習
は
も
ち
ろ
ん
、私
生
活
で
も
常
に
今

自
分
が
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
る
。自
分
が
不
調

で
も
、チ
ー
ム
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
る

よ
う
に
し
た
い
」。 

　
有
望
な
新
人
を
多
数
迎
え
た
今
年
、”復
活
“し

た
同
志
社
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
は
再
び
勝
ち
を
め
ざ

し
て
い
る
。 

 

　
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
が
28
年
ぶ
り
な
ら
、こ
ち
ら
は

19
年
ぶ
り
の
栄
冠
だ
。昨
年
の
第
44
回
全
日
本

大
学
ボ
ウ
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
。同
志
社
大
学
ボ

ウ
リ
ン
グ
部
は
男
子
団
体（
5
人
チ
ー
ム
戦
）で
優

勝
を
果
た
し
た
。 

　
か
つ
て
は
名
門
と
呼
ば
れ
た
ボ
ウ
リ
ン
グ
部
だ

が
、こ
の
19
年
間
、全
国
大
会
で
は
4
、5
位
、関

西
リ
ー
グ
で
も
常
に
2
、3
位
の
位
置
か
ら
上
に

上
が
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。他
の
強
豪
校
が
経

験
豊
富
な
有
力
選
手
を
集
め
て
力
を
伸
ば
し
て

い
く
中
で
、同
志
社
の
方
針
は
、大
学
か
ら
本
格

的
に
ボ
ー
リ
ン
グ
を
始
め
た
選
手
を
育
て
て
い
く

こ
と
。練
習
は
、京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
近
く
の
ボ
ウ

リ
ン
グ
場
で
、14
レ
ー
ン
を
借
り
き
っ
て
、月
・
水
・
金

曜
日
の
週
3
回
、夕
方
の
2
時
間
の
み
で
あ
る
。

他
校
が
取
り
組
ん
で
い
る
体
力
強
化
の
練
習
も
、

あ
ま
り
メ
ニュ
ー
に
取
り
入
れ
て
い
な
い
。 

　
そ
ん
な
ク
ラ
ブ
が
全
国
制
覇
を
成
し
遂
げ
た
の

は
、昨
年
度
の
主
将
・
笹
田
泰
裕
さ
ん（
文
卒
）の

力
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。笹
田
さ
ん
は
、第
45

回
関
西
学
生
ボ
ウ
リ
ン
グ
選
手
権
、第
45
回
関
西

学
生
秋
季
リ
ー
グ
戦
、第
45
回
関
西
ボ
ウ
リ
ン
グ

選
手
権
の
い
ず
れ
の
大
会
で
も
優
秀
な
成
績
を

修
め
て
い
る
。今
年
度
の
主
将
を
務
め
る
高
木
宏

彰
さ
ん（
文
学
部
美
学
芸
術
学
科
3
年
次
生
）は

「
笹
田
先
輩
と
も
う
1
人
、実
力
の
あ
る
先
輩
が

い
ま
し
た
が
、あ
と
の
3
人
は
ボ
ウ
リ
ン
グ
経
験
が

わ
ず
か
1
年
半
。優
勝
な
ど
難
し
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
」と
正
直
に
語
る
。 

　
高
木
さ
ん
自
身
、高
校
ま
で
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
を
し
て
い
た
”転
向
組
“。「
選
手
人
口
が
少
な
い

の
で
、大
学
か
ら
始
め
て
も
上
を
め
ざ
せ
る
の
で
は
」

と
思
っ
て
始
め
た
ボ
ウ
リ
ン
グ
だ
っ
た
が
、勝
ち
た
い

気
持
ち
は
”キ
ャ
リ
ア
組
“に
劣
る
も
の
で
は
な
い
。

ひ
と
ま
ず
今
年
は
、関
西
学
生
リ
ー
グ
で
の
優
勝

を
め
ざ
す
。 
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有
望
な
新
人
を
多
数
迎
え
た
今
年

復
活
“

た
同
志
社
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
は
再
び
勝
ち
を
め
ざ

し
て
い
る
。 

 

選
手
権
の
い
ず
れ
の
大
会
で
も
優
秀
な
成
績
を

修
め
て
い
る
。今
年
度
の
主
将
を
務
め
る
高
木
宏

彰
さ
ん（
文
学
部
美
学
芸
術
学
科
3
年
次
生
）は

気
持
ち
は
”キ
ャ
リ
ア
組
“に
劣
る
も
の
で
は
な
い
。

ひ
と
ま
ず
今
年
は
、関
西
学
生
リ
ー
グ
で
の
優
勝

を
め
ざ
す
。 

　
大
学
入
学
後
に
始
め
る
学
生
が
多
い
ボ
ウ
リ
ン

グ
部
に
対
し
て
、経
験
者
が
大
半
を
占
め
る
の
が
フ

ェ
ン
シ
ン
グ
部
だ
。昨
年
12
月
、カ
タ
ー
ル
の
首
都
・

ド
ー
ハ
で
行
わ
れ
た
第
15
回
ア
ジ
ア
大
会
。フェ
ン
シ

ン
グ
男
子
フ
ル
ー
レ
個
人
で
優
勝
し
、同
種
目
で
は

28
年
ぶ
り
の
金
メ
ダ
ル
を
日
本
に
も
た
ら
し
た
太

田
雄
貴
さ
ん（
商
学
部
4
年
次
生
）も
、フ
ェ
ン
シ
ン

グ
の
選
手
歴
は
小
学
生
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。 

「
も
ち
ろ
ん
初
心
者
も
受
け
入
れ
て
い
ま
す
が
、

女
子
で
も
高
校
か
ら
、男
子
は
太
田
君
の
よ
う
に

小
学
校
で
始
め
た
と
い
う
ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
」と
話
す
主
将
の
森
本
敏
照
さ
ん（
文
学

部
社
会
学
科
社
会
福
祉
学
専
攻
4
年
次
生
）。彼

も
ま
た
、高
校
時
代
の
部
活
動
で
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
を

始
め
た一
人
だ
。 

　
練
習
は
、月
曜
日
を
除
く
週
6
回
。時
間
も
午

後
3
時
半
か
ら
6
時
半
ま
で
、3
時
間
み
っ
ち
り

と
行
う
。1
対
1
の
試
合
形
式
で
行
う
練
習
で
は
、

互
い
の
挨
拶
で
始
ま
り
、終
了
後
は
握
手
を
し
て

別
れ
る
。フェア
に
戦
う
騎
士
道
精
神
の
現
れ
だ
。 

「
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
の
醍
醐
味
は
、そ
の
繊
細
さ
、緻
密

さ
で
し
ょ
う
か
。相
手
を
こ
じ
あ
け
て
攻
め
て
い
く

の
で
す
が
、対
人
競
技
な
の
で
駆
け
引
き
が
ポ
イ
ン

ト
に
な
り
ま
す
。重
要
な
の
は
手
と
足
の
バ
ラ
ン
ス
。

や
は
り
身
長
が
あ
っ
て
手
が
長
い
ほ
う
が
有
利
で

す
が
、そ
の
ハ
ン
デ
ィ
を
い
か
に
他
で
カ
バ
ー
す
る
か

が
面
白
い
。ハ
ン
デ
ィ
を
克
服
し
て
勝
つ
、そ
の
た
め

の
練
習
で
あ
り
勝
て
た
時
が
一
番
う
れ
し
い
。ま
た

部
活
動
を
通
し
て
、上
下
関
係
に
お
け
る
礼
儀
を

学
ん
だ
り
、主
将
と
し
て
部
員
を
ま
と
め
て
い
く

経
験
が
で
き
た
こ
と
は
、自
分
に
と
っ
て
大
き
な
財

産
と
な
る
は
ず
で
す
」と
森
本
さ
ん
は
話
す
。 

　
昨
年
は
女
子
が
、第
56
回
全
日
本
学
生
フェ
ン
シ

ン
グ
王
座
決
定
戦
の
エ
ペ
の
部
で
優
勝
。男
子
は
、

第
46
回
全
日
本
大
学
対
抗
選
手
権
大
会
エ
ペ
団

体
の
部
で
準
優
勝
を
果
た
し
た
。今
年
は
全
日
本

タ
イ
ト
ル
男
女
ア
ベッ
ク
優
勝
を
ね
ら
う
。 

　
1
9
3
3
年
か
ら
め
ざ
ま
し
い
活
躍
を
続
け

て
い
る
の
ヨ
ッ
ト
部
の
歩
み
は
、そ
の
ま
ま
全
日
本

選
手
権
大
会
の
歴
史
と
重
な
る
。伝
統
校
の
凋
落
、

新
興
大
学
の
台
頭
、多
く
の
大
学
が
浮
き
沈
み
を

経
験
し
て
き
た
中
で
、同
志
社
大
学
ヨ
ッ
ト
部
は

全
日
本
学
生
選
手
権
で
高
い
優
勝
率
を
誇
り
、き

わ
め
て
安
定
し
た
実
力
を
維
持
し
て
い
る
。 

　
最
も
新
し
い
と
こ
ろ
で
は
、昨
年
の
第
71
回
全

日
本
学
生
ヨ
ッ
ト
選
手
権
大
会
、団
体
戦
国
際
ス

ナ
イ
プ
級
で
優
勝
、日
本
大
学
と
2
強
時
代
を
築

く
ヨ
ッ
ト
部
だ
が
、部
員
の
7
割
は
大
学
に
入
っ
て

初
め
て
ヨ
ッ
ト
を
操
る
初
心
者
だ
。男
女
の
区
別

が
な
く
、体
力
差
が
問
題
に
な
ら
な
い
競
技
と
い

う
の
も
、ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
で
は
珍
し
い
。 

　
前
年
12
月
か
ら
の
オ
フ
期
間
が
終
わ
る
2
月

中
旬
に
、11
月
の
学
生
選
手
権
を
め
ざ
し
て
、1

年
間
の
活
動
が
始
ま
る
。「
練
習
は
、琵
琶
湖
で
週

末
の
金
・
土
・
日
曜
日
に
、泊
ま
り
込
み
で
行
っ
て
い

ま
す
。大
学
が
休
み
の
期
間
に
は
、週
5
日
の
合

宿
を
組
み
ま
す
。集
中
し
て
練
習
し
ま
す
か
ら
ハ

ー
ド
な
生
活
で
す
が
、寝
食
を
と
も
に
し
一
緒
に
生

活
す
る
部
員
は
、家
族
以
上
の
付
き
合
い
と
も
言

え
ま
す
」と
、主
将
の
出
道
耕
輔
さ
ん（
商
学
部

4
年
次
生
）。未
経
験
者
を
2
、3
年
で
常
勝
チ

ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
に
仕
上
げ
る
の
だ
か
ら
、ハ
ー
ド
と

い
う
の
も
う
な
ず
け
る
。 

　
ヨッ
ト
の
魅
力
を
聞
く
と
、こ
の
よ
う
な
答
え
が

返
っ
て
き
た
。 

「
ヨッ
ト
に
は
モ
ー
タ
ー
が
な
く
、風
を
動
力
に
し
て

動
き
ま
す
。で
す
か
ら
、風
を
感
じ
て一
体
に
な
れ

る
。自
然
を
相
手
に
し
た
戦
い
と
い
う
の
が
、ヨ
ッ

ト
の
醍
醐
味
で
す
ね
」。 
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今
で
こ
そ
軽
音
楽
と
い
え
ば
ロッ
ク
の
イ
メ
ー
ジ

が
強
い
が
、軽
音
楽
部
＝
ジ
ャ
ズ
だ
。1
5
0
人
超

の
部
員
を
抱
え
る
軽
音
楽
部
で
、看
板
バ
ン
ド
と

自
他
共
に
認
め
る
の
が
、ジ
ャ
ズ
の
ビ
ッグ
バ
ン
ド「
ザ・

サ
ー
ド
・ハ
ー
ド
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」で
あ
る
。ス
ウ
ィ

ン
グ
ジ
ャ
ズ
が
多
数
派
を
占
め
る
中
、ロッ
ク
や
ラ
テ

ン
な
ど
の
要
素
を
加
え
た
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ジ
ャ

ズ
を
指
向
し
て
い
る
。ま
た
、電
子
楽
器
を
多
用

す
る
異
色
の
バ
ン
ド
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。昨

年
に
は
、大
学
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
の
”甲
子
園
“と
も
言

え
る「
第37

回YA
M
A
N
O

　B
IG

　B
A
N
D

　

JA
ZZ

　C
O
N
TE
ST

」で
、30
年
ぶ
り
3
回
目
の

最
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
。 

　「
ザ
・
サ
ー
ド
・ハ
ー
ド
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」は
毎
年

2
月
に
結
成
し
、そ
の
年
の
12
月
に
解
散
と
い
う

サ
イ
ク
ル
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ

ー
と
呼
ば
れ
る
バ
ン
ド
の
代
表
が
、そ
の
年
ご
と
に

メ
ン
バ
ー
を
集
め
る
の
だ
。編
成
は
17
〜
18
人
程

度
。い
っ
た
ん
結
成
す
る
と
、よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な

い
か
ぎ
り
メ
ン
バ
ー
の
変
更
は
な
い
。軽
音
楽
部
で

は
、あ
る
イ
ベ
ン
ト
や
コ
ン
サ
ー
ト
の
た
め
に
メ
ン
バ

ー
が
集
ま
っ
て
バ
ン
ド
を
結
成
す
る
こ
と
が
多
い
の

だ
が
、「
ザ
・サ
ー
ド
・ハ
ー
ド
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」は
年

間
を
通
し
て
活
動
す
る
唯
一の
バ
ン
ド
で
あ
る
。練

習
は
週
4
回
、全
員
が
集
ま
る
こ
と
を
原
則

に
し
て
お
り
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク
重
視
の
姿
勢
は「
ま

る
で
体
育
会
系
」だ
と
言
う
。 

　
今
年
の
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
で
あ
る
古
舘

静
也
さ
ん（
法
学
部
3
年
次
生
）は
、中
学
、高

校
と
吹
奏
楽
部
で
ト
ラ
ン
ペッ
ト
を
吹
い
て
い
た
。

「
普
段
の
生
活
は
8
割
が
音
楽
。で
も
、熱
中

で
き
る
の
は
今
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。だ
か
ら
、自

分
た
ち
の
や
り
た
い
音
楽
に
悔
い
な
く
挑
む
つ

も
り
で
す
」と
話
し
て
い
た
。 

 

　
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
の
は
る
か
に
上
を
い
く
人
数
で
演

奏
す
る
の
が
交
響
楽
団
。そ
れ
で
も
1
1
0
人

を
超
え
る
楽
団
員
の
ほ
ぼ
半
数
し
か
、演
奏
会
の

ス
テ
ー
ジ
に
は
上
が
れ
な
い
。 

　
構
成
は
大
き
く
弦
楽
器（
バ
イ
オ
リ
ン
、ビ
オ
ラ
、

チ
ェロ
、コ
ン
ト
ラ
バ
ス
）と
管
楽
器
の
2
つ
の
セ
ク
シ

ョ
ン
に
分
類
さ
れ
、管
楽
器
は
さ
ら
に
木
管（
フ
ル

ー
ト
、オ
ー
ボ
エ
、ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、フ
ァ
ゴ
ッ
ト
）、金

管（
ホ
ル
ン
、ト
ラ
ン
ペッ
ト
、ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
、チ
ュ
ー

バ
）、打
楽
器（
テ
ィ
ン
パ
ニ
、大
・
小
太
鼓
）に
分
か

れ
て
い
る
。団
員
は
個
別
の
楽
器
ご
と
に
募
集
し

て
お
り
、オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
入
団
を
決
め
る
こ
と

も
あ
る
。練
習
は
新
町
別
館
で
週
3
回
、主
に
パ

ー
ト
、セ
ク
シ
ョ
ン
別
に
行
っ
て
い
る
。 

　
6
月
に
立
教
大
学
と
行
う
同
立
交
歓
演
奏
会

（
東
京
と
京
都
で
交
互
に
開
催
）、11
月
に
大
阪
の

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
開
く
定
期
演
奏
会
、そ
し

て
12
月（
ク
リ
ス
マ
ス
）の
全
同
志
社
メ
サ
イ
ア
演

奏
会
、こ
の
年
3
回
の
ス
テ
ー
ジ
が
交
響
楽
団
の
晴

れ
舞
台
だ
。そ
の
他
、3
年
に
1
回
、有
志
が
参
加

す
る
海
外
公
演
が
あ
り
、今
年
3
月
に
は
ハ
ン
ガ

リ
ー
で
演
奏
会
を
行
っ
た
。ブ
ダ
ペ
ス
ト
の
リ
ス
ト

音
楽
院
で
開
い
た
演
奏
会
で
は
チ
ケ
ッ
ト
が
完
売

と
な
り
、地
元
の
熱
心
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
フ
ァ
ン
に
喝

采
を
浴
び
た
と
い
う
。 

　
3
月
か
ら
幹
事
長
を
務
め
る
水
野
有
美
子
さ

ん（
工
学
部
3
年
次
生
、フ
ァ
ゴ
ッ
ト
担
当
）は
、「
団

体
で
の
活
動
で
す
か
ら
個
性
の
ぶ
つ
か
り
合
い
は

あ
り
ま
す
が
、い
わ
ば
1
つ
の
家
族
み
た
い
な
も
の
。

み
ん
な
音
楽
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
同

じ
で
す
か
ら
、そ
の
思
い
が
か
な
え
ら
れ
る
楽
団
に

し
た
い
」と
語
っ
た
。 
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間
を
通
し
て
活
動
す
る
唯
一の
バ
ン
ド
で
あ
る
。練

じ
で
す
か
ら
、そ
の
思
い
が
か
な
え
ら
れ
る
楽
団
に

し
た
い
」と
語
っ
た
。 

2002年に完成した今出川校地の課外活動施設棟。全館冷暖房が完
備されており、クラブボックス（部室）を中心に、学生の多様な活動に対
応できるよう、会議室や防音練
習場などを備えている。１階には、
ラウンジやオープンテラス、生協
コンビニも併設。開放的で風通
しの良い空間になっている。また、
京田辺校地のクラブ・サークル
活動の拠点としては、京田辺別
館がある。 

新島襄の片腕となり同志社英学校の設立に貢献したJ.D.デイヴィスを
記念した総合体育館兼講堂。正面ロビーには、デイヴィスの言葉“My 
Life is my message.”（私の
生涯が私の遺言です）が掲げら
れている。メインアリーナ（バス
ケットボール・バレーボール・ハ
ンドボール・バドミントン・体操競
技）、柔道場、フェンシング場、
剣道場、卓球場、トレーニングル
ームを有している。 

1965年に建てられた旧大学会館を全面リニューアルし、2004年竣工。
大小２つのホールがあり、赤レンガの内装を基調とした「ハーディーホール」
は客席数850のコンサートホール。新島襄の「アメリカの父」である
Alpheus Hardy氏にちなんで
名付けられた。また、同志社徽
章の愛称を用いた「クローバー
ホール」は、舞台と客席が可動
式になっており、レイアウト次第
で100～200席用意できる。ス
タジオ仕様のライブハウス兼ミ
ニシアターとなっている。 

サッカー場、アメリカンフットボール場は同じフィールドにある広大なグラン
ドで、2005年の夏に人工芝が敷設された。人工芝は見た目の美しさだけ
でなく吸収に優れているので、怪我の予防などに効果があり、クラブ活動
や授業で大いに利用されている。
また、ラグビー場についても今年
1月から人工芝敷設工事が開
始され、先日完成して4月17日（火）
にオープニングセレモニーが行
われた。ラグビー場の横には、ウ
エイトトレーニング施設も新たに
設置された。 

　
伝
統
あ
る
書
道
部
の
現
在
の
部
員
は
約
50
人

で
、男
女
の
割
合
は
半
々
ほ
ど
で
あ
る
。子
ど
も
の

頃
か
ら
習
っ
て
い
た
と
い
う
経
験
者
も
い
る
中
、大

学
か
ら
始
め
た
と
い
う
人
も
少
な
く
な
い
。午
後

4
時
か
ら
2
時
間
ほ
ど
、月
曜
日
は
京
田
辺
、金

曜
日
は
新
町
の
部
室
で
集
中
し
て
書
い
て
い
る
。

た
だ
、他
の
日
で
も
部
室
を
自
由
に
使
う
こ
と
が

で
き
る
の
で
、部
員
そ
れ
ぞ
れ
が
好
き
な
時
に
好

き
な
だ
け
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
。「
自
分
の

思
い
を
書
道
を
通
し
て
表
現
す
る
」の
が
部
の
ポ

リ
シ
ー
だ
と
い
う
。 

　
同
志
社
大
学
書
道
部
と
し
て
の
書
作
展
は
年

3
回
開
催
さ
れ
、日
々
の
活
動
の
総
括
で
あ
り
、

部
員
の
目
標
で
も
あ
る
。6
月
の
東
山
・
建
仁
寺

で
の「
青
嵐
展
」、11
月
の
大
学
祭
で
の「
Ｅ
Ｖ
Ｅ
展
」、

そ
し
て
12
月
同
志
社
女
子
大
学
書
道
部
と
と
も

に
開
催
す
る「
連
盟
展
」。こ
れ
ら
に
は
部
員
全

員
が
出
展
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、そ
れ
に
合
わ

せ
て
1
年
の
活
動
の
リ
ズ
ム
を
刻
ん
で
い
く
。 

　
書
道
部
の
展
覧
会
以
外
で
は
、毎
年

夏
に
行
わ
れ
る
全
日
本
高
校
・
大
学
生

書
道
展（
高
大
展
）に
出
品
す
る
学
生
も

多
い
。昨
年
第
11
回
の
高
大
展
で
は
、7

人
が
入
選
し
た
。ほ
ぼ
毎
年
、4
〜
5
人

が
何
ら
か
の
賞
を
獲
得
し
て
お
り
、同
志

社
大
学
書
道
部
の
優
秀
作
品
発
表
の
場

と
言
っ
て
い
い
か
も
し
れ
な
い
。 

「
書
道
は
す
で
に
生
活
の一
部
に
な
り
ま

し
た
。精
神
を
集
中
し
て
取
り
組
む
と

気
持
ち
が
安
定
す
る
の
で
す
。ま
た
、部

室
へ
行
け
ば
共
通
の
目
的
を
持
っ
た
仲

間
と
会
え
る
。大
学
で
書
道
を
続
け
る

意
味
と
し
て
は
、そ
の
こ
と
が
非
常
に
大

き
い
で
す
ね
」と
幹
事
長
の
清
水
裕
也

さ
ん（
法
学
部
3
年
次
生
）は
話
し
た
。 
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西村 卓 
学生支援センター所長 

課外活動（クラブ、サークル活動、 
ボランティア）に参加していますか？ 

参加している主な 
クラブ、サークルなどは次のどれですか？ 

積極的に 
参加している 
44.4％ 

参加しているが 
熱心ではない 
18.7％ 

参加しているが 
活動していない 
4.5％ 

参加していたが 
やめた 
16.9％ 

最初から 
参加して 
いない 
15.3％ 

無回答 0.2％ 

体育会活動 
22.7％ 

文化・芸術活動 
21.7％ 

学術研究活動 7.0％ 

ボランティア活動 
4.6％ 

学生の自治的活動 1.7％ 無回答 3.1％ 

スポーツ・ 
レクリエーション活動 
39.2％ 

※日本私立大学連盟が実施した第12回学生生活実態調査から本学学生のみの集計を掲載 

庭 

観 

学 

賞 

文
化
コ
ー
ス

課外活動を通じての満足度は？ 
2つまで選んでください。 

友人、居場所を得た 74.6％ 

知識、教養、技術、技能が身についた 22.0％ 

スポーツ技術の向上と競技への参加が果たせた 17.7％ 

愛校心、帰属意識が高まった 6.0％ 

社会への貢献ができた 2.4％ 

健康増進に役立った 7.7％ 

満足感は持てなかった 5.3％ 

その他 5.5％ 

無回答 1.7％ 

人格形成に役立った 26.3％ 

無回答 2.7％ 

その他 1.9％ 

試験や履修を決めるとき、情報を得やすい 2.2％ 

就職に有利だと思った 2.9％ 

参加しないと孤立してしまうと思った 2.1％ 

社会へ貢献する（ボランティアなど） 3.3％ 

スポーツ技術の向上、競技へ参加する 12.7％ 

友人や高校の先輩が参加している 2.9％ 

健康増進 2.2％ 

居場所を確保する 6.2％ 
先生や友人との交流を深める 4.8％ 

趣味と一致する 30.2％ 

人格形成 7.9％ 
知識、教養、技術、技能を身につける  8.8％ 

課外活動に参加している目的は？ 
2つまで選んでください。 

友人を得る 51.0％ 
学生生活を楽しむ 47.9％ 

　
か
つ
て
学
生
の
自
治
的
活
動
を
行
う
組
織
と
し

て
存
在
し
た
学
友
会
が
2
0
0
4
年
度
に
解
散

し
、そ
れ
に
伴
っ
て
大
学
は
学
生
に
対
し
て
新
た
な

対
応
の
仕
方
を
見
い
だ
す
必
要
が
出
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
考
え
た
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
が
、学
生
の
さ

ま
ざ
ま
な
自
主
的
活
動
を
支
援
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、そ
れ
に
基
づ
い
て
立
ち
上
が
っ
た
の

が
、以
前
の
学
生
部
か
ら
改
組
し
た
学
生
支
援
セ

ン
タ
ー
で
す
。こ
れ
は
、大
学
と
学
生
と
の
関
わ
り

と
い
う
観
点
で
見
る
と
、「
対
策
」か
ら「
支
援
」へ

と
変
わ
る
、同
志
社
大
学
に
と
っ
て
大
き
な
タ
ー
ニ

ン
グ
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。 

　
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
は
今
出
川
校
地
、京
田
辺

校
地
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
支
援
課
と
ス
ポ
ー
ツ
支
援

課
の
3
つ
を
統
括
し
て
い
ま
す
。学
生
支
援
課
に

は
学
生
係
、生
活
係
、奨
学
係
、学
生
相
談
係
と
い

っ
た
セ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
が
、1
年
次
生
が
通

う
京
田
辺
校
地
に
は
、と
く
に
大
学
生
と
し
て
の

学
び
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
啓
発
支
援
係
を
置
い
て
い

ま
す
。学
生
支
援
課
は
個
々
の
学
生
の
支
援
を
行

う
ほ
か
、課
外
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
積
極
的
に
協
力

し
、学
友
団
傘
下
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
に
対
し
て

個
別
に
支
援
・
対
応
し
て
い
ま
す
。 

　
現
在
、学
生
の
課
外
活
動
団
体
は
、公
認
団
体

と
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
登
録
団
体
の
2
種
類
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。公
認
団
体
に
つ
い
て
は
、体
育
系

の
団
体
に
は
部
長
、副
部
長
、文
化
系
の
団
体
に
は

顧
問
、副
顧
問
と
し
て
各
々
教
職
員
が
就
任
し
、

大
学
の
教
職
員
が
よ
り
積
極
的
に
学
生
の
団
体

と
関
わ
っ
て
い
く
体
制
を
取
っ
て
い
ま
す
。登
録
団

体
に
つ
い
て
も
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
い
う
形
で
関
わ
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
近
年
、課
外
活
動
に
参
加
す
る
学
生
は
全
国

的
に
減
少
傾
向
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

本
学
で
は
む
し
ろ
微
増
し
て
い
ま
す
。た
と
え
ば

2
0
0
6
年
度
の
状
況
を
見
ま
す
と
、公
認
団

体
が
文
化
系
96
団
体
、
所
属
す
る
学
生
約

5
5
0
0
人
、体
育
会
・ス
ポ
ー
ツ
系
が
78
団
体
、

約
2
9
0
0
人
。登
録
団
体
は
2
3
7
団
体
、約

5
7
0
0
人
と
い
う
数
字
は
、現
在
の
学
生
数
約

2
3
0
0
0
人
の
お
よ
そ
60
％
に
当
た
り
ま
す
。

す
る
と
、こ
れ
だ
け
多
く
の
学
生
が
参
加
し
て
い

る
諸
団
体
に
対
し
て
、大
学
が
ど
の
よ
う
な
支
援

を
行
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
き

ま
す
。近
年
本
学
が
取
り
組
ん
で
き
た
具
体
的
な

内
容
を
挙
げ
ま
す
と
、ま
ず
ハ
ー
ド
面
に
つ
い
て
は
、

サ
ッ
カ
ー
場
、ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
場
の
人
工

芝
敷
設
化
、硬
式
野
球
場
の
夜
間
照
明
化
、陸
上

競
技
場
全
天
候
化
、ラ
グ
ビ
ー
場
の
人
工
芝
敷
設

化
を
今
年
度
で
全
て
完
了
す
る
予
定
で
す
し
、体

育
会
ク
ラ
ブ
指
導
者
の
フ
ル
タ
イ
ム
雇
用
も
進
め
て

い
ま
す
。文
化
系
に
つ
い
て
も
、2
0
0
2
年
に
学

生
会
館（
新
町
キ
ャ
ン
パ
ス
）が
完
成
、2
0
0
4

年
に
は
大
小
ホ
ー
ル
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
ア
ト
リ
ウ
ム

を
備
え
た
寒
梅
館
が
竣
工
し
、学
生
の
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
支
え
る
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。 

　
ソ
フ
ト
面
に
つ
い
て
は
、公
認
団
体
の
個
別
ク
ラ

ブ
か
ら
の
申
請
に
対
応
し
て
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
い
、補
助
金
を
付
与
し
て
い
ま

す
。そ
の
場
合
、ま
ず
ク
ラ
ブ
の
ス
キ
ル

を
高
め
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、

社
会
・
地
域
に
貢
献
す
る
学
内
外
の
交

流
に
資
す
る
こ
と
、学
内
の
一
般
学
生

と
と
も
に
行
う
活
動
で
あ
る
こ
と
を

重
要
な
観
点
に
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

観
客
の
獲
得
の
た
め
の
情
報
提
供
や

広
報
協
力
を
行
っ
た
り
、発
表
の
場
を
提

供
す
る
た
め
学
生
と
ク
ラ
ブ
の
共
同
企

画
も
進
め
て
い
ま
す
。 

　
最
後
に
、大
学
ス
ポ
ー
ツ
の
在
り
方
に

つ
い
て
で
す
が
、勝
利
を
求
め
る
も
の
と

し
て
見
る
の
か
、そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ス
リ
ー
ト

の
人
格
を
高
め
る
も
の
と
し
て
見
る
の
か
、

2
つ
の
視
点
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

技
術
を
向
上
さ
せ
、競
り
合
っ
た
時
に
力

を
発
揮
で
き
る
体
力
と
気
力
を
作
り
あ

げ
て
い
く
こ
と
は
大
学
ス
ポ
ー
ツ
に
と
っ
て

必
要
な
こ
と
で
す
。勝
つ
と
い
う
目
的
を

保
持
し
つ
つ
、そ
の
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
の
中

で
培
わ
れ
て
い
く
人
間
関
係
、地
域
、社

会
と
の
つ
な
が
り
、そ
う
い
っ
た
も
の
の
中

で
高
い
人
格
が
形
成
さ
れ
て
い
く
こ
と

を
わ
れ
わ
れ
は
重
視
し
て
い
ま
す
。体

育
系
で
も
文
化
系
で
も
、良
い
も
の
は
人

に
感
動
を
与
え
ま
す
。人
を
感
動
さ
せ

る
の
は
、研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
技
術
で
あ
り
、

高
い
人
格
な
の
で
す
。そ
れ
ら
を
身
に
つ

け
て
い
く
こ
と
が
、大
学
の
課
外
活
動
に

と
っ
て
大
切
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 
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西村
学生支援セ

課外活動（クラブ
ボランティア）に参

参加
熱心
18.7％

参加しているが 
活動していない 
4.5％ 

参加していたが 
やめた 
16.9％ 

最初か
参加し
いない
15.3％

無回答 0.2％ 

※日本私立大学連盟が実施

この３月、同志社大学今出川キャンパスを中心に開講された「楽洛キャンパス」は、 
新しい視点で京都の魅力を理解し、楽しみながら京都の文化・歴史を学ぶ体感型の学習プログラム。 
京都に精通した各界の専門家や大学の教授陣による多彩な講座に、京都市内はもとより関西一円、 
首都圏からも多くの人たちが参加した。「京都の文化」「京都の歴史」の２つのコースの中から、 
今回は「伝統文化（華道）」「伝統文化（京菓子）」「都市（花の御所と戦国時代の京都）」「文化（後白河院と芸能）」、 
さらに課外講座として行われた「伝統文化（花街）」（「桝家」お茶屋遊び）をレポートする。 

1200年の都・京都をキャンパスにした「学びと遊び」のプログラム 

〜
笹
岡
隆
甫
氏
か
ら
学
ぶ
新
し
い
華
道
の
魅
力
〜 

　「
こ
の
講
座
で
伝
え
た
い
の
は
堅
苦
し
い
礼
儀
作

法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。花
と
真
摯
に
向
か
い
合
う

中
で
、”美
し
い
生
き
方
“の
ヒ
ン
ト
も
得
る
、そ
ん

な
日
本
文
化
の
奥
深
さ
に
触
れ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
い
う
、講
師
の
華
道「
未
生
流
笹
岡
」次
期
家
元
・

笹
岡
隆
甫
氏
。ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
行
わ
れ
た
講

義
で
は
、笹
岡
氏
の
作
品
が
映
し
出
さ
れ
る
度
に
、

参
加
者
か
ら
た
め
息
が
漏
れ
た
。 

　
笹
岡
氏
は
、「
神
の
依
代
」な
ど
い
ろ
い
ろ
な
要

素
が
混
じ
り
あ
っ
て
生
ま
れ
た
い

け
ば
な
の
歴
史
、人
間
が
生
き
て

い
く
う
え
で
欠
か
せ
な
い
美
し
い

も
の
の一つ
と
し
て
の
花
、人
と
人

が
出
会
う
場
所
を
演
出
す
る
い

け
ば
な
と
建
物
と
の
関
わ
り
、花

を
美
し
く
見
せ
る
デ
ザ
イ
ン
な
ど
、

い
け
ば
な
の
本
質
や
あ
り
様
を
わ

か
り
や
す
く
解
説
。と
く
に
小
学

生
の
頃
、祖
父
に「
花
を
生
け
る

時
に
う
つ
む
い
て
は
い
け
な
い
。花

が
下
を
向
い
て
だ
ら
し
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。大
切
な
の
は
花
の
顔

を
う
つ
む
か
せ
な
い
こ
と
」と
教
え

ら
れ
た
経
験
を
紹
介
し
、「
花
を

美
し
く
生
け
る
こ
と
か
ら
、私
た

ち
は
美
し
く
生
き
る
こ
と
を
学
ん

で
い
き
ま
す
。花
を
生
け
る
時
と

同
じ
よ
う
に
、う
つ
む
か
ず
上
を
向
い
て
生
き
て
い

か
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
」と
話
す
と
、

男
性
の
姿
も
目
立
っ
た
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入

っ
た
。 

　
講
義
終
了
後
、笹
岡
氏
は「
京
都
で
生
ま
れ
た

文
化
の一つ
と
し
て
い
け
ば
な
を
知
っ
て
も
ら
う
良

い
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。ぜ
ひ
ま
た
こ
う
い
う

機
会
を
持
ち
た
い
で
す
ね
」と
語
っ
た
。 

よ
り
し
ろ 

伝統文化（茶道） 

伝統文化（千家十職） 

建築庭園（茶室） 

伝統工芸（京焼・清水焼） 

伝統文化（京料理） 

建築庭園（庭園） 

生活文化（くらし・生活） 

建築庭園（書院・数奇屋） 

伝統文化（華道） 

伝統文化（京菓子） 

伝統工芸（西陣織） 

伝統工芸（京友禅） 

伝統文化（歌道） 

伝統文化（香道） 

伝統文化（京漆器） 

伝統建築（京町家） 

生活文化（祭りと行事） 

伝統文化（歌舞伎） 

伝統文化（能） 

伝統文化（狂言） 

千 宗室（茶道裏千家 家元） 

筒井 紘一（今日庵文庫長） 

中村 義明（中村外二工務店 代表） 

小川 文齋（陶芸家・日展評議員） 

高橋 英一（南禅寺・瓢亭14代当主） 

佐野 藤右衛門（造園家） 

麻生 圭子（エッセイスト） 

中村 昌生（京都工芸繊維大学名誉教授） 

笹岡 隆甫（華道「未生流笹岡」次期家元） 

山口 富蔵（（株）末富　取締役社長） 

伊豆蔵 明彦（（株）ひなや 代表取締役） 

羽田 登（京都府指定無形文化財「友禅」保持者） 

冷泉 貴実子（（財）冷泉家時雨亭文庫常任理事） 

畑 正高（（株）松栄堂 代表取締役） 

下出 祐太郎（下出蒔絵司所） 

黒竹 節人　　　　　　　　　　　 

岩上 力（儀式作法研究会 代表） 

水口 一夫（松竹（株）プロデューサー） 

金剛 永謹（金剛流宗家（財）金剛能楽堂財団 理事長） 

茂山 千五郎（茂山狂言会 代表） 

文化コース 
講座テーマ 講師名 

文化（源氏物語の時代） 

社会（町家で暮らす・商う／活用と保存の途） 

美術（広隆寺の仏たち） 

文学（祇園物語の成立事情） 

近代史（幕末の激動から東京奠都へ） 

美術（近世の京都画壇 文人画／大雅・蕪村） 

美術（室町時代の将軍邸を飾った美術） 

美術（眼鏡で覗く江戸時代の京都） 

芸能（文楽・歌舞伎に見る京都 金閣寺） 

社会（町家で暮らす・商う／祭のネットワーク） 

都市（上京を歩く） 

文学（紫障子と祇園物語） 

美術（千本釈迦堂・大報恩寺の仏たち） 

美術（桃山時代の武家邸宅を飾った美術） 

近代史（琵琶湖疏水と平安遷都千百年祭） 

美術（近世の京都画壇 応挙・呉春） 

美術（観光の眼差し－江戸から京都を見る） 

芸能（文楽・歌舞伎に見る京都 忠臣蔵） 

都市（花の御所と戦国時代の京都） 

文化（後白河院と芸能） 

朧谷 壽（同志社女子大学特任教授） 

森川 眞規雄（同志社大学社会学部教授） 

井上 一稔（同志社大学文学部教授） 

田中 励儀（同志社大学文学部教授） 

高久 嶺之介（同志社大学人文科学研究所教授） 

冷泉 為人 

太田 孝彦（同志社大学文学部教授） 

岸 文和（同志社大学文学部教授） 

山田 和人（同志社大学文学部教授） 

森川 眞規雄（同志社大学社会学部教授） 

鋤柄 俊夫（同志社大学文化情報学部准教授） 

田中 励儀（同志社大学文学部教授） 

井上 一稔（同志社大学文学部教授） 

太田 孝彦（同志社大学文学部教授） 

高久 嶺之介（同志社大学人文科学研究所教授） 

冷泉 為人 

岸 文和（同志社大学文学部教授） 

山田 和人（同志社大学文学部教授） 

鋤柄 俊夫（同志社大学文化情報学部准教授） 

朧谷 壽（同志社女子大学特任教授） 

歴史コース 
講座テーマ 講師名 

裏千家での茶道体験 

「文齋窯工房」見学と陶芸体験 

「瓢亭」京懐石食事会 

「京都迎賓館」と梅小路公園「朱雀の庭」の作庭 

和風建築の古典「曼殊院」、茶室「八窓軒」特別拝観 

「桝家」お茶屋遊び 

「川島織物セルコン工場見学と川島織物文化館」見学 

「京友禅を知る」羽田美術館見学と作品鑑賞 

聞香を楽しむ 

「百足屋」での昼食と町家めぐり 

上七軒　舞妓「市まめ」との夕べ 

伝統文化（茶道） 

伝統工芸（京焼･清水焼） 

伝統文化（京料理） 

建築庭園（庭園） 

建築庭園（書院・数奇屋） 

伝統文化（花街） 

伝統工芸（西陣織） 

伝統工芸（京友禅） 

伝統文化（香道） 

伝統建築（京町家） 

伝統文化（花街） 

講座テーマ 講座タイトル 

課外講座 

笹岡 隆甫さん 「未生流笹岡」次期家元 

文
化
コ
ー
ス 

ささ おか   りゅう　ほ  

さ
さ 

お
か 
り
ゅ
う 

ほ 

み
し
ょ
う
り
ゅ
う 

と
関
わ
っ
て
い
く
体
制
を
取
っ
て
い
ま
す
。登
録
団

体
に
つ
い
て
も
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
い
う
形
で
関
わ
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
近
年
、課
外
活
動
に
参
加
す
る
学
生
は
全
国

流
に
資
す
る
こ
と
、学
内
の
一
般
学
生

と
と
も
に
行
う
活
動
で
あ
る
こ
と
を

重
要
な
観
点
に
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

観
客
の
獲
得
の
た
め
の
情
報
提
供
や

伝統意匠建築家／ 
（株）くろちく 代表取締役社長 （　　　　　　　　　　　　　） 

（      　　　　　　　　　　　　　） （財）冷泉家時雨亭文庫理事長／ 
同志社女子大学客員教授 

（      　　　　　　　　　　　　　） （財）冷泉家時雨亭文庫理事長／ 
同志社女子大学客員教授 
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〜
花
の
御
所
と
戦
国
時
代
の
京
都
〜 

     

　
烏
丸
上
立
売
の
南
西
に
位
置
す
る
同
志
社
大

学
・
寒
梅
館
が
建
つ
場
所
は
、室
町
時
代
に
幕
府
が

置
か
れ
た「
花
の
御
所
」の
跡
地
。寒
梅
館
の
建
設

に
当
た
っ
て
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
で
は
、花
の
御

所
に
関
係
す
る
い
く
つ
か
の
施
設
の
跡
が
発
見
さ

れ
た
。そ
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
花
の
御
所
の

姿
と
、そ
こ
を
基
点
と
し
て
広
が
っ
て
い
た
戦
国
時

代
の
京
都
に
つ
い
て
、「
洛
中
洛
外
図
」と
の
対
照

も
踏
ま
え
つ
つ
、調
査
に
主
体
的
に
関
わ
っ
た
同
志

社
大
学
文
化
情
報
学
部
・
鋤
柄
俊
夫
准
教
授
が

講
義
を
行
っ
た
。 

　
平
安
時
代
以
降
の
京
都
、な
か
で
も
上
京
は
安

土
桃
山
時
代
に
は
関
白
・
豊
臣
秀
吉
が
聚
楽
第
を

置
く
な
ど
、日
本
の
歴
史
の
最
も
色
濃
い
地
域
と

さ
れ
る
。中
世
の
京
都
で
上
京
は
政
治
、下
京
は

商
業
と
大
別
さ
れ
る
が
、洛
中
洛
外
図
で
上
京
の一

角
は
商
業
ゾ
ー
ン
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
て
お
り
、中

世
の
都
市
を
代
表
す
る
特
徴
を
備
え
て
い
た
と
い

う
。12
代
将
軍
足
利
義
晴
が
築
い
た
花
の
御
所
の

発
掘
調
査
結
果
か
ら
、室
町
時
代
後
半
の
上
京
の

都
市
と
し
て
の
あ
り
様
を
解
説
し
た
鋤
柄
准
教
授
。 

　「
歴
史
の
勉
強
と
は
年
表
を
覚
え
る
こ
と
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。一
見
ば
ら
ば
ら
に
見
え
る
事
柄

が
、創
造
力
を
働
か
せ
る
と
一つ
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

そ
れ
を
発
見
し
た
時
の
感
動
が
、歴
史
を
学
ぶ
醍

醐
味
で
す
。京
都
の
町
に
は
深
く
豊
か
な
文
化
が

眠
っ
て
い
ま
す
。こ
の
講
座
を
き
っ
か
け
に
、実
際
に

町
を
歩
い
て
、ぜ
ひ
新
し
い
発
見
を
し
て
く
だ
さ
い
」

と
結
ん
だ
。 

 

山口 富蔵さん 「末富」三代目 

鋤柄 俊夫 文化情報学部准教授 

じ
ゅ
ら
く
だ
い 

す
き
が
ら 

すき   がら 

文
化
コ
ー
ス 

歴
史
コ
ー
ス 

歴
史
コ
ー
ス 

 

　
日
本
の
文
化
の
エッ
セ
ン
ス
と
も
い
え
る
京
菓
子

の
文
化
性
と
そ
の
楽
し
み
方
を
学
ぶ
講
座
。講
師

を
務
め
た
の
は
、明
治
26
年
創
業
、京
菓
子
の
老

舗
と
し
て
知
ら
れ
る「
末
富
」の
三
代
目
、山
口
富

蔵
氏
。参
加
者
一
人
ひ
と
り
に「
末
富
」特
製
の
京

菓
子
が
配
ら
れ
、和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
講
義

は
始
ま
っ
た
。 

　
も
て
な
し
の
菓
子
と
し
て
発
展
し
た
京
菓
子
は
、

何
よ
り
四
季
を
大
切
に
し
て
、季
節
が
移
ろ
う
姿

を
楽
し
む
。「
た
だ
お
い
し
か
っ
た
で
は
な
く
、そ
こ

に
何
を
表
現
し
て
い
る
の
か
。も
て
な
す
人
が
ど

ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
て
い
る
の
か
。そ
れ
が
四

季
の
移
ろ
い
の
中
に
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。菓
子

作
り
の
種
本
で
も
あ
る
百
人
一
首
を
覚
え
て
い
て
、

食
べ
た
時
に
当
て
は
ま
る
歌
が
浮
か
ん
で
く
れ
ば
、

も
っ
と
味
わ
い
深
い
も
の
に
な
り
ま
す
」と
山
口

氏
。菓
子
に
付
け
る
銘
も「
本
来
は
も
て
な
し
に

使
う
人
が
決
め
る
も
の
。売
る
と
き
に
は
銘
を
入

れ
ず
に
、お
客
様
に
ま
か
せ
ま
す
。そ
れ
が
京
菓

子
を
楽
し
む
遊
び
心
」と
言
う
。 

　
白
と
緑
を
重
ね
て
柳
、白
と
ピ
ン
ク
は
梅
や
桜

な
ど
色
の
使
い
方
の
約
束
事
、ウ
グ
イ
ス
や
満
開
の

桜
、蛍
の
光
り
な
ど
に

見
立
て
て
、”ら
し
く
“見

せ
る
美
学
…
。
お
だ

や
か
な
京
言
葉
で
語

る
山
口
氏
の
講
義
は
、

笑
顔
の
絶
え
な
い
楽

し
い
内
容
の
も
の
と

な
っ
た
。 
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〜
後
白
河
院
と
芸
能
〜 

講
義
を
行
っ
た
。 

　
平
安
時
代
以
降
の
京
都
、な
か
で
も
上
京
は
安

土
桃
山
時
代
に
は
関
白
・
豊
臣
秀
吉
が
聚
楽
第
を

置
く
な
ど
、日
本
の
歴
史
の
最
も
色
濃
い
地
域
と

醐
味
で
す
。京
都
の
町
に
は
深
く
豊
か
な
文
化
が

眠
っ
て
い
ま
す
。こ
の
講
座
を
き
っ
か
け
に
、実
際
に

町
を
歩
い
て
、ぜ
ひ
新
し
い
発
見
を
し
て
く
だ
さ
い
」

と
結
ん
だ
。 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
今
回
の
講

座
を
知
り
、若
い
頃
に
行
け
な
か

っ
た
大
学
の
雰
囲
気
を
味
わ
い

た
く
て
参
加
し
ま
し
た
。
歴
史

コ
ー
ス
を
中
心
に
毎
日
通
い
ま

し
た
が
、京
都
に
住
ん
で
65
年

以
上
に
な
る
の
に
、知
ら
な
い
こ

と
が
こ
ん
な
に
も
多
い
と
は
思
い

ま
せ
ん
で
し
た
。そ
う
し
た
知
識

を
得
ら
れ
た
こ
と
が
何
よ
り
も

大
き
な
収
穫
で
す
。
京
町
家
や

茶
室
な
ど
の
建
築
物
に
と
く
に

関
心
を
持
っ
て
い
る
の
で
、ま
た

こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
れ
ば
、建

築
物
の
構
造
や
骨
組
の
切
り
口

か
ら
学
ん
で
み
た
い
も
の
で
す
。

京
都
を
舞
台
と
し
た
小
説
や
本

を
テ
ー
マ
に
、京
都
の
町
や
文
化

を
考
察
す
る
よ
う
な
講
座
が
も

っ
と
あ
れ
ば
面
白
い
で
す
ね
。 

じ
ゅ
ら
く
だ
い 

朧谷 壽 同志社女子大学現代社会学部特任教授 
おぼろ        や 　　　 ひさし 

課
外
講
座 

　
祗
園
甲
部
、先
斗
町
、

宮
川
町
、上
七
軒
、祗

園
東
。京
都
の
五
花
街

と
い
わ
れ
る
花
街
で
、

格
式
が
高
く
、現
在
最

も
多
く
の
舞
妓
を
抱

え
る
の
が
宮
川
町
。な

か
で
も
「
桝
家
」
は
、

2
0
0
年
も
の
歴
史

を
誇
る
由
緒
正
し
い
お
茶
屋
と
し
て
知
ら
れ
る
。こ
の
課
外

講
座
で
は
、そ
の
伝
統
の
お
茶
屋
で
京
文
化
の一つ
で
あ
る
お

茶
屋
遊
び
の
魅
力
を
実
体
験
し
た
。 

　
受
講
し
た
の
は
女
性
3
人
を
含
む
15
人
。舞
妓
の
衣
装

や
芸
妓
と
の
違
い
な
ど
の
説
明
を
聞
い
た
あ
と
、舞
妓
2
人

と
芸
妓
1
人
の
お
酌
で
京
懐
石
を
堪
能
し
、舞
い
や
唄
を

観
賞
。お
囃
子
を
担
当
す
る
地
方
の
芸
妓
の
手
ほ
ど
き
で

花
街
の
優
雅
な
遊
び
を
楽
し
ん
だ
。 

 

ご     

か    

が
い 

じ    

か
た 

受
講
者
の
声 

山
口
喬
さ
ん（
京
都
市
南
区
） 

歴
史
コ
ー
ス 

ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
て
い
る
の
か
。そ
れ
が
四

季
の
移
ろ
い
の
中
に
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。菓
子

作
り
の
種
本
で
も
あ
る
百
人
一
首
を
覚
え
て
い
て
、

食
べ
た
時
に
当
て
は
ま
る
歌
が
浮
か
ん
で
く
れ
ば
、

る
山
口
氏
の
講
義
は
、

笑
顔
の
絶
え
な
い
楽

し
い
内
容
の
も
の
と

な
っ
た
。 

　
講
師
は
、日
本
古
代
史
と
り
わ
け
平
安
時
代

の
政
治
・
文
化
・
生
活
史
の
研
究
で
知
ら
れ
る
同

志
社
女
子
大
学
の
朧
谷
壽
教
授
。「
院
政
を
行

っ
た
上
皇
の
中
で
、後
白
河
ほ
ど
破
格
な
人
は
い

ま
せ
ん
。『
暗
主
』『
大
天
狗
』と
悪
口
を
た
た
か

れ
ま
し
た
が
、そ
れ
ゆ
え
に
貴
族
社
会
か
ら
武
家

社
会
へ
と
い
う
大
き
な
転
換
期
を
乗
り
き
れ
た

と
も
言
え
る
の
で
す
。後

白
河
の
生
涯
は
、政
治
家

と
し
て
よ
り
も
文
化
人
、

芸
能
者
と
し
て
の
生
き

ざ
ま
で
す
。と
り
わ
け
芸

能
に
つ
い
て
は
先
駆
者
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
」
と
し
て
、後
白

河
上
皇
と
中
世
の
京
都

の
文
化
・
芸
能
と
の
関
わ

り
を
語
っ
た
。硬
く
な
り

が
ち
な
歴
史
の
話
も
、と

き
お
り
は
さ
む
ユ
ー
モ
ア

で
、年
配
者
が
大
半
を
占

め
た
参
加
者
か
ら
笑
い

声
が
漏
れ
た
。 

　
朧
谷
教
授
は「
受
講

生
は
み
な
さ
ん
大
変
熱

心
で
し
た
。
知
識
も
豊

富
で
好
奇
心
も
強
い
。

も
っ
と
聴
き
た
い
と
言
っ
て

く
だ
さ
る
方
が
多
か
っ
た
の
は
う
れ
し
い
こ
と
で

す
。京
都
は
歴
史
の
現
場
に
す
ぐ
立
つ
こ
と
が
で

き
る
町
で
す
。１
２
０
０
年
の
歴
史
を
生
か
し
た

こ
の
よ
う
な
講
座
に
参
加
し
、多
く
の
方
に
知
的

好
奇
心
を
満
た
し
て
も
ら
え
れ
ば
」と
、講
義
終

了
後
の
感
想
を
話
し
た
。 

お
ぼ
ろ   

や    

ひ
さ
し 

※
次
回
「
楽
洛
キ
ャ
ン
パ
ス
」
は
、同

志
社
大
学
と（
株
）J
T
B
西
日
本

が
共
同
で
設
立
す
る
「
京
都
観
学

研
究
会
」
が
主
催
し
、今
出
川
キ
ャ

ン
パ
ス
で
9
月
1
日（
土
）〜
11
日（
火
）

の
予
定
で
開
催
し
ま
す
。
詳
細
が

決
ま
り
次
第
、専
用
サ
イ
ト 

h
ttp
://ra

ku
ra
ku
c
a
m
p
u
s.jp
/ 

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。 
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森 康維　工学部教授 

低加速電圧でも高倍率の 
画像を得ることができる 
「走査型電子顕微鏡」 

電子顕微鏡に合った試料を作製できる 
「断面試料作製装置」 

高倍率観察が可能な「透過型電子顕微鏡」 

　
本
学
で
は
2
0
0
6
年
4
月
、界
面
現
象
を

利
用
し
た
材
料
創
製
に
関
す
る
学
際
的
・
総
合

的
研
究
を
行
う
「
界
面
現
象
研
究
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
し
、文
部
科
学
省
の
「
ハ
イ
テ
ク
リ
サ
ー

チ
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
」
に
選
定
さ
れ
た
。
当
セ

ン
タ
ー
で
は
、最
新
の
表
面
分
析
顕
微
鏡
を
駆

使
し
、あ
ら
ゆ
る
分
野
の
技
術
を
劇
的
に
革
新

す
る
可
能
性
を
秘
め
た
、新
た
な
物
性
を
有
す

る
材
料
創
製
の
基
礎
研
究
が
進
む
。
ナ
ノ
レ
ベ
ル

で
の
研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
界

面
現
象
研
究
セ
ン
タ
ー
の
森
康
維
工
学
部
教
授

に
、研
究
の
現
況
と
展
望
を
伺
っ
た
。 

 

　
ま
ず
、界
面
現
象
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
ょ
う
。「
界
面
」を
簡
単
に
言
う
と
、気
体
、

液
体
、固
体
の
違
っ
た
物
質
間
の
境
の
こ
と
で
す
。

よ
く
言
わ
れ
る「
表
面
」と
は
、一
方
が
気
体
の
場

合
を
さ
し
、例
え
ば
、気
体
と
固
体
が
接
し
て
い
る

時
の
固
体
の
面
を
表
面
と
言
い
ま
す
。そ
し
て
、ド

レ
ッ
シ
ン
グ
が
分
離
し
て
い
る
状
態
を
思
い
浮
か
べ

る
と
わ
か
り
や
す
い
で
す
が
、水
と
油
の
よ
う
に

液
体
と
液
体
が
接
し
て
い
る
境
を
界
面
と
言
い
ま

す
。界
面
の
方
が
そ
の
意
味
す
る
範
囲
が
広
い
の

で
、界
面
現
象
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。私
た
ち

は
そ
う
し
た
界
面
で
起
こ
る
現
象
を
利
用
し
て

新
し
い
材
料
を
創
製
す
る
研
究
を
し
て
い
ま
す
。 

　
現
在
創
製
さ
れ
て
い
る
材
料
の
中
で
、均
質
な

物
質
で
出
来
て
い
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。卑
近
な
例
で
は
、ガ
ラ
ス
繊
維
を
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
中
に
混
ぜ
合
わ
せ
た
ガ
ラ
ス
繊
維
強
化
樹
脂
。

そ
の
ガ
ラ
ス
繊
維
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
各
々
の
性
能
以

外
に
、そ
の
界
面
の
接
着
性
の
問
題
や
、2
つ
が
ど

う
融
合
し
て
い
る
か
と
い
う
点
が
材
料
の
性
質
に

と
っ
て
非
常
に
重
要
に
な
り
ま
す
。複
数
の
材
料

が
混
じ
り
合
っ
た
も
の
の
特
性
、そ
の
界
面
で
何
が

起
こ
っ
て
い
る
か
を
研
究
す
る
の
が
こ
の
セ
ン
タ
ー

の
役
割
で
す
。 

　
開
設
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
も
と
も
と

1
9
9
6
年
度
に「
ナ
ノ
構
造
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
デ
バ

イ
ス
物
性
研
究
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。続
い
て
2
0
0
1
年
度
か
ら
は「
ナ
ノ
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
構
造
応
用
技
術
の
研
究
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

実
施
し
、ナ
ノ
構
造
の
機
能
性
材
料
の
開
発
を
各

専
攻
に
わ
た
る
共
同
研
究
と
し
て
進
め
、有
機
・

無
機
複
合
材
料
の
創
製
と
機
能
開
発
な
ど
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
化
に
よ
る
物
性
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。そ
し
て
、そ
れ
ら
の
研
究
を
通
し
て
、材
料
界

面
の
構
造
や
そ
こ
で
起
こ
る
現
象
を
深
く
理
解

す
れ
ば
、優
れ
た
物
性
を
持
つ
材
料
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
、新
し
く
界

面
現
象
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
が
、地
球
環
境
を

考
え
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
安
全
な
社
会
の
構
築
、

そ
の
た
め
の
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
な
ど
複
合
的
な
ハ
イ
テ
ク
技
術
の
革
新
に
つ
な

が
る
と
い
う
こ
と
で
、「
界
面
微
細
構
造
制
御
に

よ
り
発
現
す
る
物
性
の
評
価
研
究
」プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
提
案
し
ま
し
た
。ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
の
材
料
創

製
研
究
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、界
面
微
細
構

造
制
御
を
重
視
し
た
研
究
を
行
う
セ
ン
タ
ー
を

設
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。 

　
具
体
的
に
は
、4
つ
の
研
究
グ
ル
ー
プ「
ナ
ノ
粒

子
表
面
の
微
細
構
造
制
御
に
よ
る
新
し
い
物
性

の
発
見（
ナ
ノ
粒
子
Ｇ
）」「
微
細
構
造
を
制
御
し

た
薄
膜
の
物
性
評
価（
ナ
ノ
薄
膜
Ｇ
）」「
荷
電
粒

子
照
射
処
理
を
施
し
た
表
面
微
細
構
造
の
物
性

評
価（
表
面
処
理
Ｇ
）」「
界
面
微
細
構
造
を
制

し
た

し
い

を

つ

で
、
め
て

し
い

で
あ
る
と

え
ま
す
。

そ
れ
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
く
可
能
性
も
あ
り

に
、よ
り
効
率
を
上
げ
る
た
め
に

化
チ
タ
ン
の
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低加速
画像を得
「走査型

電子顕微鏡に合った
「断面試料作製装置

高倍率観察が可能な

御
し
た
新
し
い
機
能
を
持
つ
材
料
創
製（
機
能
性

材
料
Ｇ
）」に
分
か
れ
、相
互
に
連
携
し
な
が
ら
、

新
し
い
物
性
を
有
す
る
材
料
の
創
製
を
め
ざ
し

た
研
究
を
推
し
進
め
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
基
礎

的
な
研
究
を
文
部
科
学
省
が「
ハ
イ
テ
ク
リ
サ
ー

チ
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
」と
し
て
認
め
た
こ
と
は

と
て
も
意
義
深
い
こ
と
で
あ
り
、目
的
を
明
確
に

し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
の
研
究
セ
ン
タ
ー
が
多
い
中

で
、極
め
て
珍
し
い
存
在
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。 

　
領
域
の
広
い
界
面
現
象
の
研
究
に
は
、電
気
物

性
を
研
究
し
て
い
る
電
気
系
も
関
わ
っ
て
き
ま
す

し
、複
合
材
料
の
機
械
的
強
度
の
検
討
と
い
う
こ

と
で
は
機
械
系
も
関
係
し
て
き
ま
す
。さ
ら
に
、

物
質
の
結
晶
構
造
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
、

ど
う
す
れ
ば
最
も
高
い
性
能
が
発
揮
で
き
る
か

と
い
っ
た
研
究
を
し
て
い
る
人
、も
ち
ろ
ん
、わ
れ

わ
れ
の
よ
う
な
新
し
く
材
料
を

創
ろ
う
と
い
う
研
究
を
進
め
て
い

る
人
も
参
加
し
て
い
ま
す
。そ
う

し
た
電
気
系
、機
械
系
、化
学
系
、

あ
る
い
は
環
境
系
と
い
っ
た
多
彩

な
分
野
の
研
究
者
が
集
ま
っ
て
い

る
の
も
、こ
の
セ
ン
タ
ー
の
大
き
な

特
徴
で
す
。そ
し
て
今
は
、こ
の
1

年
間
の
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
者
の

成
果
を
集
約
し
、そ
こ
か
ら
何
か

の
目
的
を
持
つ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
的
な

共
同
研
究
も
実
現
し
よ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。 

　
で
は
、こ
の
セ
ン
タ
ー
で
の
研
究

が
今
後
ど
う
い
っ
た
形
で
実
を
結

ん
で
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

例
え
ば
、シ
リ
コ
ン
表
面
上
に
窒

化
ガ
リ
ウ
ム
と
い
う
物
質
を
成
長

さ
せ
れ
ば
、紫
外
線
の
発
振
機
と

し
て
使
え
ま
す
。現
在
、紫
外
線

を
発
す
る
装
置
は
非
常
に
大
型

な
も
の
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、新

し
い
物
質
に
よ
る
固
体
発
光
素

子
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

水
銀
を
使
っ
た
蛍
光
灯
な
ど
は

そ
れ
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
く
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。私
が
現
在
手
が
け
て
い
る
の
は
、無
機
Ｅ
Ｌ

の
材
料
を
創
り
出
す
こ
と
で
す
が
、硫
化
亜
鉛
と

い
う
物
質
に
さ
ま
ざ
ま
な
金
属
イ
オ
ン
を
添
加

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
性
能
を
上
げ
る
、そ
し
て
、

微
粒
子
化
す
る
こ
と
で
強
い
電
圧
を
か
け
ず
に

光
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
の

無
機
Ｅ
Ｌ
の
パ
ネ
ル
化
が
完
成
す
れ
ば
、や
が
て
壁

や
天
井
全
体
を
光
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。た
だ
、そ
こ
ま
で
到
達
す

る
に
は
か
な
り
高
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
こ
と
も
事
実

で
す
。 

　
ま
た
、他
の
わ
か
り
や
す
い
例
と
し
て
は
、色
素

増
感
太
陽
電
池
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。色
素

と
酸
化
チ
タ
ン
で
太
陽
の
光
を
電
気
に
換
え
る
時

に
、よ
り
効
率
を
上
げ
る
た
め
に
酸
化
チ
タ
ン
の

粒
子
を
棒
状
に
し
て
接
触
点
を
少
な
く
し
導
電

率
を
高
め
る
と
い
う
研
究
で
す
。電
極
材
料
に
使

わ
れ
て
い
る
酸
化
チ
タ
ン
の
微
細
な
構
造
を
研
究

し
、ベ
ス
ト
の
状
態
を
創
り
出
そ
う
と
い
う
わ
け
で

す
。酸
化
チ
タ
ン
に
色
素
を
加
え
る
こ
と
で
効
率

を
上
げ
る
と
い
う
意
味
か
ら
色
素
増
感
太
陽
電

池
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。シ
リ
コ
ン

の
太
陽
電
池
に
比
べ
て
製
造
コ
ス
ト

が
ず
っ
と
安
い
の
で
、十
分
な
耐
久

性
が
得
ら
れ
れ
ば
、ゆ
く
ゆ
く
は
シ

リ
コ
ン
の
太
陽
電
池
に
置
き
換
わ
っ

て
い
く
で
し
ょ
う
。 

　
こ
の
よ
う
に
太
陽
電
池
そ
の
も

の
の
研
究
で
は
な
い
も
の
の
、そ
れ

に
使
用
す
る
材
料
を
研
究
す
る
う

え
で
、わ
れ
わ
れ
の
テ
ー
マ
で
あ
る

界
面
と
い
う
こ
と
が
一つ
の
ポ
イ
ン
ト

に
な
り
ま
す
。い
ろ
い
ろ
な
物
質
が

組
み
合
わ
さ
っ
て
材
料
が
出
来
て
い

る
わ
け
で
す
か
ら
、そ
の
組
み
合
わ

せ
方
が
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
く
る

の
で
す
。そ
こ
に
特
化
し
て
研
究
し

よ
う
と
い
う
の
が
わ
れ
わ
れ
の
研

究
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ン
ス
で
す
。 

　
開
設
当
初
か
ら
の
13
名
の
先
生
の
ほ
か
に
、今

年
か
ら
学
内
4
名
、学
外
で
4
名
の
新
し
い
先
生

に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、さ
ら
に
研
究
を
強
化
し
て

い
き
ま
す
。現
在
、世
界
で
も
最
先
端
を
行
く
よ

う
な
い
く
つ
も
の
研
究
の
芽
が
あ
り
ま
す
。今
後

は
そ
れ
ら
を
う
ま
く
育
て
、良
い
成
果
を
生
み
出

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 
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チタニア電極は、原子が整然と並んだ高結晶な 
チタニアナノ材料で構成されるため、高効率となる。 

チ
タ
ニ
ア
ナ
ノ
ロ
ッ
ド
と
そ
の
表
面
拡
大
像 
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■主な就職先と人数 

三菱東京ＵＦＪ銀行 
京都銀行 
みずほフィナンシャルグループ 
日本生命保険 
三井住友銀行 
損害保険ジャパン 
大和証券グループ本社 
東京海上日動火災保険 
ダイキン工業 
野村證券 
三井住友海上火災保険 
日興コーディアル証券 
滋賀銀行 
京都市 
キーエンス 
関西アーバン銀行 
南都銀行 
松下電器産業 
インテリジェンス 
国税専門官 
住友信託銀行 
第一生命保険 
大同生命保険 
西日本電信電話 
本田技研工業 
三菱電機 
明治安田生命保険 
日立製作所 
池田銀行 
京都中央信用金庫 
シャープ 
東芝 

トヨタ自動車 
日本電気 
村田製作所 
クボタ 
全日本空輸 
キヤノン 
国家公務員II種 
住友生命保険 
大和ハウス工業 
富士通 
アイシン精機 
大阪府 
関西電力 
ソフトバンクグループ通信３社 
武田薬品工業 
大日本印刷 
デンソー 
豊田自動織機 
日産自動車 
三菱重工業 
三菱ＵＦＪ証券 
オムロン 
京都信用金庫 
近畿大阪銀行 
ニッセイ同和損害保険 
松下電工 
楽天 
りそな銀行 
イオン 
キヤノンマーケティングジャパン 
島津製作所 
積水ハウス 

ダイハツ工業 
野村総合研究所 
堀場製作所 
三菱ＵＦＪ信託銀行 
リクルート 
アデコ 
大塚製薬 
サイバーエージェント 
大王製紙 
大日本スクリーン製造 
中国銀行 
帝人 
テレウェイヴ 
東レ 
凸版印刷 
日本公文教育研究会 
日本郵政公社 
アサヒビール 
アメリカンファミリー生命保険会社 
エヌ・ティ・ティ・データ 
エン・ジャパン 
大垣共立銀行 
オリックス 
京セラ 
神戸製鋼所 
商工組合中央金庫 
ジェイテクト 
広島銀行 
福岡銀行 
マツダ 
三井トラストフィナンシャルグループ　 
みなと銀行 

レオパレス２１ 
伊予銀行 
ＳＭＢＣフレンド証券 
ＮＥＣシステムテクノロジー 
エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ 
京都府 
サントリー 
静岡銀行 
資生堂 
十六銀行 
住友不動産販売 
泉州銀行 
太陽生命保険 
　島屋 
大和証券エスエムビーシー 
電通 
東陶機器 
西日本旅客鉄道 
日本興亜損害保険 
兵庫県 
富士ゼロックス 
富士通関西システムズ 
ブリヂストン 
あいおい損害保険 
愛知銀行 
朝日生命保険 
イシダ 
伊藤忠商事 
伊藤忠テクノソリューションズ 
ＩＮＡＸ 
ＮＯＫ 
大林組 

カゴメ 
サイバード 
新光証券 
ＪＴＢ西日本 
住友ゴム工業 
積水化学工業 
相互印刷紙器 
東京都 
東洋インキ製造 
豊田通商 
酉島製作所 
ドリコム 
日新電機 
日本基督教団 
日本電産 
ノヴァ 
ハウス食品 
阪急百貨店 
日立システムアンドサービス 
富国生命保険 
富士火災海上保険 
富士通テン 
フューチャーアーキテクト 
ブラザー工業 
ベネッセコーポレーション 
毎日コミュニケーションズ 
三重銀行 
三井生命保険 
淀川製鋼所 
リクルートエージェント 
リクルートスタッフィング 
ローム 

82 
56 
49 
48 
43 
31 
31 
27 
24 
24 
24 
23 
22 
21 
20 
18 
18 
18 
17 
17 
17 
17 
17 
17 
17 
17 
17 
16 
15 
15 
15 
15 

15 
15 
15 
14 
13 
12 
12 
12 
12 
12 
11 
11 
11 
11 
11 
11 
11 
11 
11 
11 
11 
10 
10 
10 
10 
10 
10 
10 
9 
9 
9 
9 

9 
9 
9 
9 
9 
8 
8 
8 
8 
8 
8 
8 
8 
8 
8 
8 
8 
7 
7 
7 
7 
7 
7 
7 
7 
7 
7 
7 
7 
7 
7 
7 

7 
6 
6 
6 
6 
6 
6 
6 
6 
6 
6 
6 
6 
6 
6 
6 
6 
6 
6 
6 
6 
6 
6 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 

5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5 
5

会社名と人数 

　2006年度の就職状況は、就職率98.9%とほぼ昨年どおり好調に推移した。しかし、社会の変化の中で、企業は今

後ますます、外国語運用能力、情報活用能力、人間関係を結ぶコミュニケーション能力、さらには問題発見解決能力な

ど、自ら考え行動し成果をあげることができる潜在能力を持った自立した人材を求めている。このような変化の中で、

みなさん自身がより高いキャリアを形成するためには、目的を持ち勉学やクラブ活動に充実した大学生活を送ることや、 

インターンシップ（注1）など学外の体験学習を通じて社会の動きを理解することが大切になる。 

■就　職　率 就職率＝ 
就職者数 

就職希望者数 

文科系学部・研究科／男子 文科系学部・研究科／女子 工学部・研究科 

100 
（％） 

80

60

40

20

0

100 
（％） 

80

60

40

20

0

100 
（％） 

80

60

40

20

0

100 96.6 99.7 98.8 99.8

92.9 98.4 100 100100 99.6 99.1

神学部 文
学部 法学

部 
商学部 経済学部 

神学部 文
学部 工学部 工学 

研究科 
法学部 

商学部 経済学部 
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■主な就

三菱東京ＵＦＪ銀
京都銀行 
みずほフィナンシ
日本生命保険 
三井住友銀行 
損害保険ジャパ
大和証券グルー
東京海上日動火
ダイキン工業 
野村證券 
三井住友海上火
日興コーディアル
滋賀銀行 
京都市 
キーエンス 
関西アーバン銀
南都銀行 
松下電器産業 
インテリジェンス
国税専門官 
住友信託銀行 
第一生命保険 
大同生命保険 
西日本電信電話
本田技研工業 
三菱電機 
明治安田生命保
日立製作所 
池田銀行 
京都中央信用金
シャープ 
東芝 

■地区別内定状況（人） 

●東北　 
青　森……… 
岩　手……… 
宮　城……… 
秋　田……… 
山　形……… 
福　島……… 

●関東　 
茨　城 
 
栃　木 
 
群　馬 
 
埼　玉 
 
千　葉 
 
東　京 
 
神奈川 

●中部　 
山　梨……… 
長　野……… 
岐　阜……… 
静　岡……… 
愛　知……… 
三　重……… 

●北陸　 
新　潟……… 
富　山……… 
石　川……… 
福　井……… 

●近畿　 
滋　賀……… 
京　都……… 
大　阪…… 
兵　庫……… 
奈　良……… 
和歌山……… 

●四国　 
徳　島……… 
香　川……… 
愛　媛……… 
高　知……… 

●中国　 
鳥　取……… 
島　根……… 
岡　山……… 
広　島……… 
山　口……… 

●九州　 
福　岡……… 
佐　賀……… 
長　崎……… 
熊　本……… 
大　分……… 
宮　崎……… 
鹿児島……… 
沖　縄……… 

 
0 
2 
5 
1 
1 
3

 
…………4 

 
…………3 

 
…………5 

 
…………12 

 
…………19 

 
……1,526 

 
………66

 
46 
383 

1,049 
117 
41 
15

 
37 
2 
2 
3 
7 
1 
3 
0

●その他　 
海外他…… 

 
22

 
3 
2 
21 
40 
11

 
10 
14 
10 
3

 
3 
14 
14 
11

 
4 
18 
26 
39 
217 
23

北海道 
9

東北 
12

関東 
1,635

北陸 
42

近畿 
1,651

中国 
77

四国 
37

九州 
55

　2006

後ますます

ど、自ら考

みなさん自

インターン

インターンシップは、学生が在学中に自らの専攻、将来のキャリアに関連した就業体験を行うことです。本学では正課科目「キャリア形成とインターンシ
ップ」を2クラス開講しています。学生が大学で学んだ社会の諸課題と、その問題解決に向けての考え方、専門知識・理論との総合をはかり、その経験
を通じて、より高い学習意欲を喚起しています。同時に、仕事、職業に対する興味・関心を高め、自らの適性や適職を考える大きな契機となることを願っ
ています。その他にも企業主導型（公募制）のインターンシップもあり、キャリアセンターホームページ「仕事蔵（しごとぐら）」
（https://shushoku.doshisha.ac.jp/shushoku/internship/index.htm）でその一部を紹介していますので参考にしてください。 

■従業員規模別内定状況 

マスコミ・情報通信 公共・その他 金融 流通 メーカー 教育・学習支援 サービス ■就　職

（注）巨大企業＝従業員5,000人以上　大企業A＝1,000人以上 
　　 大企業B＝500人以上　中企業＝100人以上　小企業＝100人未満 

大企業A巨大企業 
小企業 その他 

大企業B 中企業 

【文科系学部・研究科】 （人） 【工学部・研究科】 （人） 

■業種別内定状況 

【文科系学部・研究科男子】 【文科系学部・研究科女子】 【工学部・研究科】 （人） （人） （人） 

文科系学

中部 
327

（注1）インターンシップ 

1・2年次生向けに1日企業訪問する課外講座を実施しています。事前研究、グループワーク、企業訪問、
卒業生との交流セミナー、事後レポート、成果報告会などを行う、トータルなキャリア形成プログラム
です。働くことに対して学生の抱いているイメージと現実とのギャップを埋めるとともに、業界や社会
の現状を認識し、学生生活における目的意識や知的好奇心の向上を図る絶好の機会となっています。
関西圏だけでなく東京編も企画され、マスコミコース、メーカーコース、官庁を訪問する霞ヶ関コース
が実施されて盛況でした。2007年度も実施する予定です。 

1日インターンシップ 

519 
(29.8%) 250 

(17.3%)

496 
(73.0%)

32 
(4.7%)

6 
(0.9%)

75 
(11.0%)

7 
(1.0%)

37 
(5.4%)

27 
(4.0%)

147 
(10.2%)

503 
(34.8%)

111 
(7.7%)

63 
(4.4%)

186 
(12.8%)

186 
(12.8%)

174 
(10.0%)

479 
(27.5%) 161 

(9.2%)

29 
(1.7%)

174 
(10.0%)

205 
(11.8%)

※データは2007年4月23日現在 

886 
(27.8%)

1094 
(34.3%)

288 
(9.1%)

424 
(13.3%)

373 
(11.7%)

122 
(3.8%)

310 
(45.6%)

200 
(29.4%)

59 
(8.7%)

74 
(10.9%)

16 
(2.3%)

21 
(3.1%)

100 
（％） 

80

60

40

20

0

自分を信じて、自分が動かないといけないとい
うことに気付きました。OB・OGの方々にいた
だいたアドバイス「常に目標は高く、限界を自
分で作るな」「自分の本当に好きな事がわか
らなかったらとりあえず身を置いてみて、そこに
進んでみよう」という言葉に、力をいただきました。 

（メーカーコース参加・法学部２年次生） 

● この企画に参加できたことは、目に見えない財産と
なりました。考えたことを行動に移していこうと思い
ます。あの場で学び、感じたことを忘れずに、残りの
学生生活と就職活動を精一杯やりきるつもりです。
「何か」を始めるきっかけをくれた東京１日インターン
シップに参加できたことを、とても嬉しく感じています。 

（マスコミコース参加・文学部２年次生） 

● 仕事の内容に関して、事前に訪問先の省庁のことを調べ
ていったにもかかわらず、その内容の幅広さに改めて仕事
の大変さを感じた。しかし、お話を聞いて、働いている方が
皆、その大変さを充実感・達成感に変えていることを知った。
日本のために働いているという誇りを持って精神的にも体
力的にもしんどい仕事をこなしておられ、仕事をするうえで
一番大切なものは、仕事に対する誇りなのだと思った。 

（霞ヶ関コース参加・文化情報学部２年次生） 

● 参
加
者
の
感
想 
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教育研究環境の整備 

神学館図書閲覧室の改装・整備 

至誠館研究室の改装・整備 

工学部実験実習環境の改修 

寒梅館ビジネス研究科図書室の整備 

香柏館書庫の整備 

正課体育施設設備の整備 

図書館施設設備の整備 

大学院生共同研究室ネットワーク利用環境の改善 

教室および貸出用マルチメディア、ＡＶ機器の更新 

マルチメディアコンテンツ作成環境の整備 

京田辺校地教室マイク設備管理システムの改修 

教室音響設備の更新 

今出川校地マイク調整室の整備 

教務事務環境の整備（教務システム修正、事務機器更新） 

証明書発行機の更新 

Ｎｅｅｓｉｍａ　Ｒｏｏｍ　企画展の充実 

扶桑館研究施設情報機器の更新 

建設事業（本年度支払予定額） 

生命医科学部棟の建設（京田辺） 

スポーツ健康科学部棟の建設（京田辺） 

クラーク記念館の保存修理（今出川） 

ヨット部合宿所の改修 

ラグビー場人工芝敷設（京田辺） 

陸上競技場全天候化（京田辺） 

徳照館・神学館の空調機更新（今出川） 

防災校地管理システムの更新（今出川） 

防災校地管理システムの更新（京田辺） 

中央監視盤の更新（京田辺） 

体育地区インフラ改修（京田辺） 

歴史資料館収蔵庫の建設（京田辺） 

43,460

外国語能力テスト等の実施 

 

 

高大連携教育事業の実施 

「教育実習の研究」ゲストスピーカー制の実施 

徳照館図書の整理 

中野譜庫の整理 

新島旧邸文庫目録の作成 

教育ソフトウェアの新規導入・追加ライセンス購入 

ラーネッド記念図書館利用者ガイダンスの充実 

第３期南山城総合学術調査の実施 

マニュアルの整備（ＩＴサポート、産学連携） 

グローバルＣＯＥ申請に向けての重点的支援 

競争的補助金獲得の支援 

国際戦略体制の強化 

教育研究条件の整備充実 

企画広報活動・管理運営  

開設予定学部の広報 

既存学部・大学院等の広報充実 

ビジネス誌による広報企画 

その他広報事業の充実（広報企画の立案など） 

地方試験場増設に伴う広報充実 

「春のキャンパス見学会」の実施 

認証評価報告書の作成 

薬品管理の一元化 

戦略的知的財産管理体制の構築 

 

)

 

  )

  )

  )

  )

  )

  )

  )

  )
  )
  )

  )

  )

  )

  )

)
)

  )

  )

  ]

 ]

  ]

 ]

)
)
)

円） 

（単位：千円） 

財務部 経理課 

　私立大学を取り巻く環境は、少子化や国立大学の法人化、急速な大学改革の進行により競争が激化しており、定員割れや経営破綻に陥る大学が現実のも

のとなっています。本学はこの間、教育改革、教育環境の整備充実、入試改革などに積極的に取り組んできましたが、今後も他の高等教育機関に先駆け、社

会の期待に応えるために必要な構想・施策を実現していかなければなりません。  

　2007年度は、開設予定の生命医科学部およびスポーツ健康科学部の施設建設および設備整備を京田辺校地において進めます。また、全学共通教養教

育センターの設置、競争的補助金による教育改革（現代ＧＰ、特色ＧＰ）の推進、寄付講座の充実など、特色ある教育活動の展開を促進します。さらに、文系学

部の1･2年次教育を今出川校地で展開する方針のもと、大学将来構想の策定を進め、安定した財政基盤の維持に努めます。  

　2007年度予算は、帰属収入の安定的確保を図りながら、これらの優先的課題に配慮し、一方で経常経費の見直しを推し進めて、限られた財源を効率的に

配分することを大原則に編成しています。 

　学生生徒等納付金は、文化情報学部の学年進行
により、前年度に対して1億円増の265億7千万円とな
る見込みです。これ以外の収入については、確実に
収入が見込めるもののみを計上しているため（主な増
減理由は表1に注記）、帰属収入合計は336億2千万
円となり、前年度予算に対して8億1千万円の減収と
なっています。  
　第2号基本金取崩額は大規模な建設工事や研究
装置等の取得資金に充当するもので、2007年度は生
命医科学部棟およびスポーツ健康科学部棟の建設
資金に24億円を充当します。  
　当期固定資産除却額9億5千万円は、固定資産（機
器備品）の償却期間完了によるものです。  
　特定支出準備金取崩額の内訳は、過年度に受け
入れたオムロン株式会社からの寄付金（オムロン基金
プロジェクト宛）6千万円等です。  
　収入の部合計は371億6千万円となり、前年度予
算に対して13億3千万円の増加となる見込みです。 

　人件費は、教員充実計画に基づく実質増員分の
経費、定期昇給の必要額等を見込んでおり、前年度
に対して9億7千万円増の178億5千万円を計上して
います。  
　事業費は、表1では教育研究経費（減価償却額を
除く）、管理経費（同左）、施設関係支出、設備関係支
出および予備費に仕訳されていますが、全体では対
前年度39億2千万円増の総額179億2千万円を計上
しています（事業別予算額は表2参照）。経常的経費
については前年度予算を基準として計上し、管理経
費については一部の重点項目を除いて極力節減を
図ります。建設事業としては、京田辺校地における生
命医科学部棟およびスポーツ健康科学部棟建設の
ほか、クラーク記念館保存修理、徳照館・神学館空調
機更新（今出川）、ラグビー場人工芝敷設、陸上競技
場全天候化、防災校地管理システム更新、中央監視
盤更新（京田辺）などの事業を行います。  
　徴収不能引当金繰入額6千万円は、学費および学

資貸付金の回収不能額に対する引当金に繰り入れ
る額です。繰入金には、高等学校への資金調達額9
億9千万円を計上しています。  
　第2号基本金組入額の内訳は、教学施設整備資
金14億円、情報基盤整備資金1億円であり、いずれも
組入計画に基づくものです。  
　特定支出準備金繰入額の内訳は、中高統合事業
に関わり、中学校移転に要する経費などです。  
  支出の部合計は431億9千万円となり、前年度予算
に対して68億円の増加となります。 

  収入の部合計から支出の部合計を差し引いた当年
度消費収支差額は、60億3千万円の消費支出超過と
なります。消費支出準備金を取崩すことにより、最終
的には26億1千万円の消費支出超過となる見込みです。 
 
（本文中の金額については1千万円未満を四捨五入しています） 

収入の部 

主な新規事業 

（単位：千円） 

支出の部 

収支差額の部 

学生生活支援の充実 

課外活動施設（ホール）の整備 

課外活動施設（福利厚生施設）の整備 

課外活動施設（体育施設）の整備 

海外インターンシップ実施に向けての調査 

三山木－同志社大学間バス運行への補助 

施設設備更新・省エネルギー化 

今出川校地施設設備の更新 
（アスベスト除去工事、神学館・弘風館トイレ、尋真館窓サッシ改修） 

京田辺校地施設のライフサイクル修繕 
（図書館空調、多目的ホール空調） 

学研都市キャンパスの整備 

京田辺校地省エネルギー化事業 
（工学部エリア空調熱源更新） 

司法研究科の教育支援 
（アカデミック・アドバイザー制度充実、判例法令DB整備他） 
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外国語能力テスト等

 

 

高大連携教育事業の

「教育実習の研究」

徳照館図書の整理 

中野譜庫の整理 

新島旧邸文庫目録の

教育ソフトウェアの新

ラーネッド記念図書

第３期南山城総合学

マニュアルの整備（

グローバルＣＯＥ申

競争的補助金獲得の

国際戦略体制の強化

教育研究条件の整

予　　算 

予　　算 

予　　算 

事　　業　　費　　内　　訳 

財 　 務 　 費 　 内 　 訳  

事　業　項　目 

事　業　項　目 

事　業　項　目 

事　業　項　目 

予　　算 

基 本 金 ・ 準 備 金 内 訳  

 

事　業　別　予　算　総　括　表 

 

 

人 件 費    
事 業 費    
基 本 金 ・ 準 備 金    
財 務 費    
減 価 償 却 額    
支 出 の 部 合 計   

第2号基本金組入額 

　教学施設整備資金 
　情報基盤整備資金 
第3号基本金組入額 

第4号基本金組入額 

翌年度基本金組入額繰延額 

前 期 末 未 払 金  

特定支出準備金繰入額 

基本金・準備金小計 

借入金等返済支出    
借入金等利息支出    
資 産 処 分 差 額    
徴収不能引当金繰入額   
繰 入 金  
財 務 費 小 計   

17,847,430 
17,920,350 
2,629,240 
1,414,770 
3,381,230 
43,193,020

学生生徒等納付金 
71.5% 
(266億円)

事業費内訳 

教育研究費 
31.8% 
(57億円)

学生経費 
5.4%(10億円)

施設・設備 
整備充実費 

5.3%(10億円)
施設・設備維持管理費 
7.7%(14億円)

維持運営費 
4.1%(7億円)

一般管理費 
3.5%(6億円)

特別事業費 
6.2%(11億円)

新設学部・研究科 
関連事業 
33.2% 
(59億円)

予備費 
1.2%(2億円)

法人経費 
1.6%(3億円)

収入の部 支出の部 

人件費 
41.3% 
(179億円)

事業費 
41.5% 
(179億円)

基本金組入 
準備金繰入 
6.1%(26億円)

減価償却額 
7.8%(34億円)

手数料 
4.0%(15億円)

寄付金  
0.8%(3億円)

補助金 9.4% 
(35億円)

その他の収入 
4.0%(15億円)

基本金取崩 
準備金取崩 
7.0%(26億円)

借入金等収入、繰出金 
0.7%(3億円) 固定資産除却額 

2.6%(9億円)

収入の部合計  372億円 （うち帰属収入  336億円） 支出の部合計  432億円 （うち消費支出　322億円） 事業費内訳計  179億円（うち教育研究費　57億円） 

財務費 
3.3%(14億円)

教 育 研 究 費    
研 　 究 　 費   
研 究 所 経 費   
実 験 実 習 費   
教育研究援助費  
情報処理教育研究費  
学術情報整備充実費  
国際交流関係費  
入 学 試 験 経 費   
教学事務運営費  

学 生 経 費    
奨 学 援 助 費   
学生生活助育費  
学 寮 費   

施設・設備整備充実費   
施設・設備等整備充実費  

施設・設備維持管理費   
施設・設備等維持管理費  

維 持 運 営 費    
通信費・光熱水費  

一 般 管 理 費    
一 般 管 理 費   
教職員福利厚生費  

特別事業費（建設事業等）  
新設学部・研究科関連経費 
法 人 経 費    
予 備 費    
事 業 費 小 計   

■収支構成図 

■事業別予算書（表2） 

 

支　　出　　の　　部 

収　支　差　額　の　部 
科　　　　　目 増　　　　減 

 

予　　　　算 

 

科　　　　　目 

(            　　　 　) (            　　　 　) (            　　　 　)

(            　　　 　)

(            　　　 　)

(            　　　 　)

(            　　　 　)

(            　　　 　) (            　　　 　) (            　　　 　)

［           　　　 　］ 

［           　　　 　］ ［           　　　 　］ 

［           　　　 　］ ［           　　　 　］ 

［           　　　 　］ ［           　　　 　］ 

 

予　　　　算 前年度予算 

 

増　　　　　減 

 

主　　な　　増　　減　　理　　由　　 

 

(                           )

(                           )

(                           )

(                           )

(                           )

(                           )

(                           )

(                           )
(                           )
(                           )

(                           )

(                           )

(                           )

(                           )

(                           )
(                           )

(                           )

(                           )

[                           ]

[                           ]

[                            ]

[                           ]

(                           )
(                           )
(                           )

（単位：千円） 

前年度予算 

■2007年度収支予算書（表1） 

収　　入　　の　　部 

支　　出　　の　　部 

収　支　差　額　の　部 
科　　　　　目 増　　　　減 

 

予　　　　算 

 

科　　　　　目 

当 年 度 消 費 収 支 差 額   
消 費 支 出 準 備 金 繰 入 額   
消 費 支 出 準 備 金 取 崩 額   
繰入取崩後消費収支差額   
前年度繰越消費収支差額   
翌年度繰越消費収支差額   

(            　　　 　) (            　　　 　) (            　　　 　)

(            　　　 　) (            　　　 　) (            　　　 　)

(            　　　 　) (            　　　 　) (            　　　 　)

(            　　　 　)

(            　　　 　)

(            　　　 　)

［           　　　 　］ ［           　　　 　］ ［           　　　 　］ 

予　　　　算 前年度予算 

 

増　　　　　減 

 

主　　な　　増　　減　　理　　由 

科　　　　　目 予　　　　算 前年度予算 

 

増　　　　　減 

 

主　　な　　増　　減　　理　　由 

（単位：千円） 

前年度予算 

2007（平成19）年4月1日から2008（平成20）年3月31日まで 

学生生徒等納付金  
手 数 料   
寄 付 金   
補 助 金   
資 産 運 用 収 入   
資 産 売 却 差 額   
事 業 収 入   
雑 収 入   
繰 出 金   
分 担 金   
帰 属 収 入 合 計   
第２号基本金取崩額  
当期固定資産除却額  
前年度基本金組入額繰延額  
借 入 金 等 収 入   
当 期 末 未 払 金   
基本金過年度組入額、未組入額計  
特 定 支 出 準 備 金 取 崩 額   
収 入 の 部 合 計   

文化情報学部（2005年度開設）の学年進行に伴う増収 

入学検定料の収納見込増 

寄付教育研究プロジェクト研究活動あて寄付金等、収納が確実なもののみ計上 

経常費補助金、クラーク記念館保存修理事業補助金等を計上 

運用利率上昇 

 

前年度は知的クラスター創成事業あて他受託事業収入あり 

退職者の増加見込に基づく退職金財団交付金収入の増額 

法人内資金調達の返済完了に伴う減 

 

 

生命医科学部棟およびスポーツ健康科学部棟の建設資金への充当分 

1997年度取得固定資産の一括除却 

人 件 費   
教 育 研 究 経 費   
　 消 耗 品 費 他  
　 減 価 償 却 額  
管 理 経 費   
　 消 耗 品 費 他  
　 減 価 償 却 額  
借 入 金 等 利 息   
資 産 処 分 差 額   
徴収不能引当金繰入額  
繰 入 金   
予 備 費   
消 費 支 出 合 計   
施 設 関 係 支 出   
設 備 関 係 支 出   
翌年度基本金組入額繰延額  
借 入 金 等 返 済 支 出   
前 期 末 未 払 金   
第２号基本金組入額   
第３号基本金組入額   
第４号基本金組入額   
基本金要組入額、当年度組入額計  
特定支出準備金繰入額  
支 出 の 部 合 計   

教員増員、定期昇給の必要額 

主な新規事業参照 

 

建物、備品等固定資産の増加 

主な新規事業参照 

 

 

借入金残高の減少 

 

 

高等学校への資金調達額 

経理規程（経常勘定における帰属収入の７／１０００以上を計上）に基づく 

 

主な新規事業参照 

主な新規事業参照 

 

一部借入金の返済完了に伴う減 

 

 

 

学校法人会計基準に定める「恒常的に保持すべき資金の額」との差額を組入 

 

中高統合事業に関わり、中学校移転に要する経費 

　私立大学を取り

のとなっています。

会の期待に応える

　2007年度は、開

育センターの設置

部の1･2年次教育

　2007年度予算

配分することを大

　学生生徒等納付
により、前年度に対
る見込みです。これ
収入が見込めるもの
減理由は表1に注記
円となり、前年度予
なっています。  
　第2号基本金取
装置等の取得資金
命医科学部棟およ
資金に24億円を充
　当期固定資産除
器備品）の償却期間
　特定支出準備金
入れたオムロン株式
プロジェクト宛）6千万
　収入の部合計は
算に対して13億3千

施設設備更新・省エ

今出川校地施設設備
（アスベスト除去工事、神学館

京田辺校地施設のラ
（図書館空調、多目的ホー

学研都市キャンパス

京田辺校地省エネル
（工学部エリア空調熱源更

司法研究科の教育支
（アカデミック・アドバイザ
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新
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歓
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講
演
会
を
開
催 

 　
4
月
17
日（
火
）、本
学
卒
業
生
で
、プ
ロ
野
球
・

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
を
昨
年
引
退
、現
在
テ
レ
ビ
、新

聞
で
野
球
解
説
者
と
し
て
活
躍
す
る
片
岡
篤
史

さ
ん（
1
9
9
2
年
商
学
部
卒
）を
迎
え
、京
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辺
校
地
ハ
ロ
ー
ホ
ー
ル
で
新
入
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歓
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特
別
講
演

会
を
開
催
し
た
。1
9
6
9
年
京
都
府
久
御
山

町
生
ま
れ
、Ｐ
Ｌ
学
園
高
時
代
の

1
9
8
7
年
に
甲
子
園
春
・
夏
連
覇
、大

学
時
代
に
は
3
年
次
の
１
９
９
０
年
明

治
神
宮
野
球
大
会
で
優
勝
し
た
経
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持
つ
片
岡
さ
ん
は
、１
９
９
１
年
ド
ラ
フ
ト

２
位
指
名
で
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
に
入

団
、１
年
目
か
ら
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を

奪
取
し
、不
動
の
3
番
打
者
と
し
て
活
躍
。

そ
の
後
、２
０
０
２
年
に
Ｆ
Ａ
宣
言
し
、生

ま
れ
育
っ
た
関
西
の
球
団
で
あ
る
阪
神
タ

イ
ガ
ー
ス
に
移
籍
、翌
03
年
と
05
年
の
リ
ー

グ
優
勝
に
貢
献
し
た
。 

　
先
輩
に
桑
田
真
澄（
元
巨
人
）、清
原

和
博（
現
オ
リ
ッ
ク
ス
）の
両
選
手
、同
期

に
立
浪
和
義
選
手（
現
中
日
）、橋
本
清

さ
ん（
元
巨
人
）、野
村
弘
さ
ん（
元
横
浜
）が
在
籍

し
た
Ｐ
Ｌ
学
園
時
代
を「
生
き
る
か
死
ぬ
か
と
い

う
と
こ
ろ
ま
で
追
い
込
ま
れ
た
場
所
だ
っ
た
」と

振
り
返
り
つ
つ
、そ
こ
で
身
に
つ
け
た「
感
謝
の
気

持
ち
を
持
て
、不
足
を
言
っ
て
は
い
け
な
い
」と
い

う
教
え
を
今
も
大
切
に
し
て
い
る
と
い
う
片
岡
さ

ん
。立
浪
、橋
本
、野
村
の
同
級
生
３
人
が
プ
ロ
入

り
す
る
中
、「
ど
う
し
て
も
行
き
た
か
っ
た
」同
志

社
大
学
へ
進
学
。大
学
時
代
に
は
、同
学
年
に
メ

ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
の
カ
ー
ジ
ナ
ル
ス
で
活
躍
す
る
田
口

荘
選
手（
当
時
関
学
大
）、１
年
上
に
同
じ
く
メ
ジ
ャ
ー

で
実
績
を
残
し
た
長
谷
川
滋
利
さ
ん（
同
立
命

館
大
）、そ
し
て
大
学
の
先
輩
に
は
、バ
ル
セ
ロ
ナ
、ア

ト
ラ
ン
タ
両
五
輪
に
日
本
代
表
と
し
て
出
場
し
た

杉
浦
正
則
さ
ん（
現
日
本
生
命
野
球
部
監
督
）が

い
た
。「
同
志
社
の
野
球
部
で
は
、社
会
人
に
な
っ

て
か
ら
通
用
す
る
よ
う
に
挨
拶
や
礼
儀
な
ど
も

厳
し
く
指
導
さ
れ
た
。自
分
に
と
っ
て
と
て
も
大

き
な
４
年
間
だ
っ
た
。プ
ロ
に
入
っ
て
厳
し
い
練
習

に
耐
え
ら
れ
た
の
も
、同
志
社
で
鍛
え
ら
れ
た
お

か
げ
だ
と
思
う
」と
感
慨
深
げ
に
話
し
た
。 

　
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
っ
て
か
ら
の
話
題
で
は
、今

年
メ
ジ
ャ
ー
入
り
し
た
松
坂
大
輔
選
手
と
の
初
対

戦
に
触
れ
、「
僕
の
空
振
り
で
彼
は
あ
れ
だ
け
の

投
手
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
。も
し
ホ
ー
ム
ラ
ン
を

打
っ
て
い
た
ら
今
の
松
坂
は
な
か
っ
た
」と
の
ユ
ー
モ

ア
で
観
客
を
湧
か
せ
た
。「
新
た
な
可
能
性
を
求

め
て
」阪
神
に
入
団
し
た
後
に
つ
い
て
は
、「
優
勝

し
た
こ
と
よ
り
、33
歳
で
秋
季
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
、

若
手
に
混
じ
っ
て
泥
に
ま
み
れ
た
こ
と
が
一
番
思
い

出
に
残
っ
て
い
る
。残
し
た
数
字
に
は
悔
い
が
残
る

が
、自
分
が
や
っ
て
き
た
こ
と
に
は
何
の
後
悔
も
な

い
。引
退
す
る
試
合
の
そ
の
日
ま
で
、誰
よ
り
も
早

く
行
っ
て
若
手
と
一
緒
に
練
習
を
し
た
。そ
れ
が
自

分
の
誇
り
」と
語
っ
た
。 

　
そ
し
て
、同
志
社
大
学
の
後
輩
に「
大
学
時
代

に
で
き
た
つ
な
が
り
は
、何
に
も
代
え
が
た
い
宝
物

に
な
る
。大
事
に
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」と
呼
び
か
け
、

「
貴
重
な
４
年
間
を
何
か
目
標
を
持
っ
て
突
き
進

む
、そ
う
い
う
姿
勢
を
持
っ
て
ほ
し
い
。成
功
す
る

か
失
敗
す
る
か
は
、結
果
で
し
か
な
い
。目
標
に
向

か
っ
て
頑
張
る
こ
と
に
価
値
が
あ
る
。私
も
新
し
い

道
に
入
っ
て
日
々
勉
強
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
」と
締
め
く
く
っ
た
。在
学
生
・
教
職
員
・一
般
市

民
な
ど
約
3
5
0
人
が
講
演
に
熱
心
に
聞
き
入

り
、多
数
の
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
る
な
ど
、盛
況

の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。 

     　
４
月
４
日（
水
）、２
０
０
８
年
度
設
置〔
届
出

手
続
中
〕の
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
棟（
仮
称
）の

起
工
式
が
京
田
辺
校
地
の
建
設
予
定
地
で
執
り

行
わ
れ
た
。工
事
は
盤
上
館
の
南
側
に
増
築
す
る

形
で
実
施
さ
れ
る
。延
床
面
積
は
増
築
部
分
が

約
2
、
6
7
5
㎡
で
、
既
存
部
分
の
約
1
、

5
3
9
㎡
と
合
わ
せ
る
と
約
4
、2
0
0
㎡
と

 

　
昨
年
度
は
、教
育
研
究
活
動
を
展
開
す
る
施
設

グ
ビ
ー
場
人
工
芝
）整
備
資
金
募
金
」、社
会
福
祉
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同
志
社
大
学
の
募
金
事
業 

2006年度　募金事業実績報告書 
募金事業 

教育研究施設等 
整備資金募金 

奨学金資金募金 

体育施設 
（ラグビー場人工芝） 
整備資金募金 

同志社大学社会学部 
社会福祉学科・ 
大学院社会学研究科 
社会福祉学専攻 
開設記念募金 

同志社ローム 
記念館プロジェクト・ 
サポート募金 

46,016,280円 

117,593,905円 

163,610,185円 

528件 

35件 

563件 

在学生父母 

卒業生、一般、法人 

計 

15,490,000円 

5,931,000円 

21,421,000円 

28件 

59件 

87件 

卒業生、一般、法人 

教職員 

計 

53,102,000円 

1,312,000円 

54,414,000円 

253件 

16件 

269件 

卒業生、一般、法人 

教職員 

計 

3,703,000円 

3,165,000円 

6,868,000円 

113件 

20件 

133件 

卒業生、一般、法人 

教職員 

計 

8,750,000円 

232,500円 

8,982,500円 

4件 

11件 

15件 

卒業生、一般、法人 

教職員 

計 

寄付件数および金額 使　途 

京都府南部に学研都市キャンパスを
設け、医工連携を含めた理工系施設
の拠点として快風館を整備するなど、
施設整備資金として活用 
■建設事業の詳細は、学校法人同志社
発行「事業報告書2006」（同志社大学
2006年度の事業実績）に記載しています。 
 
2006年度に実施した特定寄付奨学
金給付の資金として活用 
給付件数35件、給付総額10,500千円 
残額は2007年度の同奨学金資金とし
て繰越 
 

京田辺校地ラグビー場人工芝整
備に係る資金として活用 

社会福祉学科開設記念行事、社
会福祉学科学生の教育支援、社
会福祉学科教員の研究・研修支
援等に係る資金として活用 

2006年度に実施した同志社ローム
記念館プロジェクト（教職員、学生、
生徒と産・官・学・地域の連携による
プロジェクト）の支援資金として活用 
 

持
ち
を
持
て
、不
足
を
言
っ
て
は
い
け
な
い
」と
い

う
教
え
を
今
も
大
切
に
し
て
い
る
と
い
う
片
岡
さ

ん
。立
浪
、橋
本
、野
村
の
同
級
生
３
人
が
プ
ロ
入

り
す
る
中
、「
ど
う
し
て
も
行
き
た
か
っ
た
」同
志

年
メ
ジ
ャ
ー
入
り
し
た
松
坂
大
輔
選
手
と
の
初
対

戦
に
触
れ
、「
僕
の
空
振
り
で
彼
は
あ
れ
だ
け
の

投
手
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
。も
し
ホ
ー
ム
ラ
ン
を

打
っ
て
い
た
ら
今
の
松
坂
は
な
か
っ
た
」と
の
ユ
ー
モ

行
わ
れ
た
。工
事
は
盤
上
館
の
南
側
に
増
築
す
る

形
で
実
施
さ
れ
る
。延
床
面
積
は
増
築
部
分
が

約
2
、
6
7
5
㎡
で
、
既
存
部
分
の
約
1
、

5
3
9
㎡
と
合
わ
せ
る
と
約
4
、2
0
0
㎡
と

な
る
。構
造
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
３
階
建
で
、

完
成
は
2
0
0
8
年
1
月
を
予
定
し
て
い
る
。設

計
は
株
式
会
社
類
設
計
室
が
、施
工
は
吉
村
建

設
工
業
株
式
会
社
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る
。 

　
起
工
式
に
は
、施
工
関
係
者
お
よ
び
本
学
教
職

員
合
わ
せ
て
約
50
人
が
参
列
し
た
。大
谷
實
総
長

は
式
辞
の
中
で
、「
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
は
、多

角
的
か
つ
科
学
的
な
視
点
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
と
健
康

に
つ
い
て
学
び
、現
代
人
が
抱
え
る
心
と
か
ら
だ
の

問
題
の
解
決
が
で
き
る
人
材
育
成
を
目
的
と
し

ま
す
」と
述
べ
た
。引
き
続
き
、大
谷
實
総
長
、野

本
真
也
理
事
長
、八
田
英
二
学
長
、阿
部
紘
氏（
株

式
会
社
類
設
計
室
取
締
役
副
社
長
）、吉
村
公
一

氏（
吉
村
建
設
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
）の

5
人
に
よ
る
鍬
入
れ
が
行
わ
れ
た
。 

　
八
田
英
二
学
長
は「
2
0
0
8
年
度
か
ら
新
た

な
2
学
部
を
加
え
た
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
が
、理
工

系
学
問
の
拠
点
と
し
て
地
盤
を
固
め
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
」と
挨
拶
し
た
。 

　
最
後
に
、野
本
真
也
理
事
長
の
祝
祷
を
も
っ
て

起
工
式
は
無
事
に
終
了
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
京
田
辺
校
地
施
設
課
） 

  　
本
学
で
は
、建
学
の
精
神
に
基
づ
く
教
育
研
究

事
業
を
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
発
展
さ
せ
て
い
く

た
め
に
、か
ね
て
か
ら
ご
父
母
、教
職
員
は
も
と
よ

り
広
く
社
会
全
般
に
向
け
て
募
金
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

　
昨
年
度
は
、教
育
研
究
活
動
を
展
開
す
る
施
設

設
備
の
整
備
を
目
的
と
し
た「
教
育
研
究
施
設
等

整
備
募
金
」、経
済
的
困
窮
に
苦
し
む
学
生
を
支

え
る
特
定
寄
付
奨
学
金
制
度
の
資
金
に
充
て
る「
奨

学
金
資
金
募
金
」、次
代
を
拓
く
情
報
教
育
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
す
る「
同
志
社
ロ
ー
ム
記
念
館
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
サ
ポ
ー
ト
募
金
」、京
田
辺
校
地
ラ
グ

ビ
ー
場
の
整
備
を
進
め
る
た
め
の「
体
育
施
設（
ラ

グ
ビ
ー
場
人
工
芝
）整
備
資
金
募
金
」、社
会
福
祉

学
科
開
設
を
記
念
し
て
同
志
社
の
社
会
福
祉
の

さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
の「
同
志
社
大
学
社
会
学

部
社
会
福
祉
学
科
・
大
学
院
社
会
学
研
究
科
社

会
福
祉
学
専
攻
開
設
記
念
募
金
」な
ど
、数
々
の

募
金
事
業
を
行
い
ま
し
た
。こ
れ
に
対
し
て
ご
父

母
、卒
業
生
、法
人
、教
職
員
な
ど
多
方
面
か
ら
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、集
ま
っ
た
資
金
を
活
用
し
て
所

期
の
事
業
を
滞
り
な
く
実
施
い
た
し
ま
す
。こ
れ

も
皆
様
方
の
深
い
ご
理
解
の
賜
物
と
、厚
く
御
礼

申
し
あ
げ
ま
す
。2
0
0
6
年
度
の
募
金
事
業
の

実
績
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

　
な
お
、奨
学
金
資
金
募
金
で
は
３
月
末
ま
で
に
、

卒
業
生
お
よ
び
教
職
員
の
方
々
か
ら
左
記
の
と
お

り
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 2
0
0
6
年
度
協
力
者
ご
芳
名
 

（
2
0
0
7
年
2
月
〜
3
月
申
込
分
 
順
不
同
　
敬
称
略
） 

〔
卒
業
生
、ご
父
母
、一
般
〕 
 
 
 
 

1
0
、0
0
0
円
　
 片
桐
 実
 

〔
教
職
員
〕 
 
 
 
 

3
0
、0
0
0
円
　
石
田
 修
 一
 

ご
芳
名
の
み
 

 
二
村
 宏
江
　
 
稲
野
 昂
央
　
 
脇
田
 里
子
 

1
0
5
、0
0
0
円（
匿
名
合
計
）　
匿
名
2
人
  

＊
教
育
研
究
施
設
等
整
備
資
金
募
金
、体
育
施
設
整
備
募
金
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
サ
ポ
ー
ト
募
金
、社
会
福
祉
学
科
開
設
記
念
募

金
の
ご
芳
名
に
つ
き
ま
し
て
は
、別
途
芳
名
録
を
作
成
し
ご
寄

付
い
た
だ
い
た
方
々
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
募
金
事
業
に
つ
い
て
は
、本
年
度
以

降
も
社
会
各
界
に
対
し
て
継
続
的
に
呼
び
か
け

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、引
き
続
き
温
か
い
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
財
務
部
資
金
課
） 
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メ
ー
カ
ー
も
、コ
ス
ト

い
国
内

か
ら

り

野
●
片
山
さ
ん
は
第
1
回
も
の
づ
く
り
日
本

本
学
教
員
執
筆
図
書
の
紹
介 

（
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
調
べ
）価
格
は
税
別 

〜
卒
業
生
の
新
刊
図
書
〜 

 

「
勁
く
！ 

大
化
け
前
の
関
西
元
気
企
業
」 

神
内 

治
さ
ん（
1
9
8
1
年
文
学
部
卒
） 

現
代
創
造
社
　
1
6
0
0
円（
税
別
） 

「
新
島
襄
と
そ
の
周
辺
」 

太
田 

雅
夫
さ
ん（
1
9
5
4
年
法
学
部
卒
） 

青
山
社
　
2
5
0
0
円（
税
別
） 

 

追
悼
記
念
礼
拝 

―
J
R
福
知
山
線
脱
線
事
故
及
び 

　
福
島
で
の
バ
ス
事
故
か
ら
2
年
を
覚
え
て
― 

今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に 

「SAN FRANCISCO
 CO
FFEE

」
が
開
店 

 

ラ
グ
ビ
ー
場 

人
工
芝
敷
設 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー 

 

J
R
福
知
山
線
脱
線
事
故
か
ら
2
年
目
を
迎
え

た
4
月
25
日
、同
志
社
礼
拝
堂
で
追
悼
記
念
礼

拝
が
行
わ
れ
た
。こ
の
事
故
で
、本
学
学
生
3
人

が
犠
牲
と
な
り
、25
人
が
怪
我
を
負
っ
た
。ま
た
、

そ
の
3
日
後
に
起
き
た
福
島
で
の
バ
ス
事
故
に
よ

り
、1
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
。追
悼
記
念
礼
拝
に

は
、遺
族
や
友
人
を
は
じ
め
、学
生
や
教
職
員
な

ど
約
3
0
0
人
が
参
加
し
、祈
り
を
捧
げ
た
。 

　
礼
拝
は
オ
ル
ガ
ン
演
奏
が
流
れ
る
中
、そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
を
胸
に
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン・ア
ワ
ー
を
過

ご
し
た
後
、始
め
ら
れ
た
。参
加
者
は
賛
美
歌
を

歌
い
、水
谷
誠
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
所
長
の

聖
書
朗
読
に
耳
を
傾
け
た
。大
谷
實
総
長
は
、奨

励「
悲
し
み
を
こ
え
て
」の
中
で
、「
事
故
が
も
た
ら

し
た
心
身
の
傷
跡
は
、あ
ま
り
に
も
大
き
い
も
の
が

あ
り
ま
す
」と
述
べ
、「
し
か
し
、死
別
の
悲
し
み
を

乗
り
越
え
て
生
き
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
を
、改
め
て
考
え
て
ほ
し
い
の
で
す
」と
語
っ
た
。 

  

前
日
の
火
曜
チ
ャ
ペ
ル・ア
ワ
ー
で
は
、J
R
脱
線

事
故
で
怪
我
を
負
っ
た
文
学
部
4
年
次
生
の
加
藤

あ
や
さ
ん
が「
多
く

の
人
に
支
え
ら
れ
て
」

と
題
し
、自
ら
の
体

験
を
語
っ
た
。穏
や

か
で
あ
り
な
が
ら
も

力
強
い
彼
女
の
言

葉
に
、参
加
者
は
静

か
に
聞
き
入
っ
た
。 

　
　
　
　（
広
報
課
） 

「
脱
」
の
世
界
｜
正
常
と
い
う
虚
構
 

岸
文
和
　
他
執
筆
　
風
媒
社
　
3
5
0
0
円
 

ア
メ
リ
カ
史
の
中
の
人
種
 

山
田
史
郎
 
著
　
山
川
出
版
　
7
2
9
円
 

世
界
の
立
役
者
ベ
ン
サ
ム
 

戒
能
通
弘
 
著
　（
株
）日
本
評
論
社
　
5
0
0
0
円
 

刑
法
講
義
総
論[

新
版
第
２
版]

 

大
谷
實
 
著
　
成
文
堂
　
4
0
0
0
円
 

刑
法
講
義
各
論[

新
版
第
２
版]

 

大
谷
實
 
著
　
成
文
堂
　
4
0
0
0
円
 

墓
制
か
ら
弥
生
社
会
を
考
え
る
 

若
林
邦
彦
 
他
執
筆
　
六
一
書
房
　
3
5
0
0
円
 

土
器
研
究
の
新
視
点
 

若
林
邦
彦
 
他
執
筆
　
六
一
書
房
　
3
8
0
0
円
 

日
本
官
僚
制
の
連
続
と
変
化
 

ラ
イ
フ
コ
ー
ス
編
／
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
編
 

藤
本
昌
代
 
他
執
筆
　
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
　
1
5
0
0
0
円
 

民
事
執
行
法
・
民
事
保
全
法
 

福
永
有
利
 
著
　
有
斐
閣
　
2
3
0
0
円
 

む
ら
の
社
会
を
研
究
す
る
 

庄
司
俊
作
 
他
執
筆
　
農
山
漁
村
文
化
協
会
　
2
0
9
5
円
 

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
ア
ジ
ア
 

布
留
川
正
博
 
編
著
　
他
多
数
執
筆
 

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
5
0
0
0
円
 

ア
メ
リ
カ
研
究
の
理
論
と
実
践
 

佐
々
木
隆
 
監
修
、 
和
泉
真
澄
 
他
執
筆
 

世
界
思
想
社
　
2
2
0
0
円
 

P
o
rtra
it S
e
s
s
io
n
 

清
水
穣
 
他
執
筆
 

（
株
）大
和
ラ
ヂ
エ
ー
タ
製
作
所
　
4
0
0
0
円
 

 

   

 

　
４
月
２
日（
月
）

今
出
川
キ
ャ
ン
パ

ス
明
徳
館
１
階

学
生
ラ
ウ
ン
ジ
内

に
、日
本
国
内
初

出
店
と
な
る
コ

ー
ヒ
ー
シ
ョッ
プ
チ

ェ
ー
ン
「SA

N
 

FRA
N
C
ISC
O
 C
O
FFE
E

」が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

「SAN
 FRAN

C
ISC
O
 C
O
FFEE

」は
、ア
メ
リ
カ

「STARB
U
C
K
S C
O
FFEE

」の
元
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

２
人
と
、多
く
の
コ
ー
ヒ
ー
専
門
書
を
著
作
に
持
つ

専
門
家
が
中
心
と
な
っ
て
設
立
さ
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
シ

ョッ
プ
で
、上
質
の
ア
ラ
ビ
カ
種
の
コ
ー
ヒ
ー
豆
を
用
い
、

独
自
の
ブ
レ
ン
ド
と
製
法
で
、滑
ら
か
で
深
い
コ
ク
の

あ
る
コ
ー
ヒ
ー
を
提
供
す
る
。店
舗
の
業
種
は
セ
ル

フ
方
式
の
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョッ
プ
で
、営
業
時
間
は
平
日

が
8
30
〜
19
　00
、土
曜
が
10 
00
〜
18
　00（
日
曜
お

よ
び
本
学
長
期
休
暇
中
は
休
業
）。本
学
教
職
員

と
学
生
は
、定
価
の
10
％
O
F
F
で
購
入
で
き
る
。 

（
今
出
川
校
地
学
生
支
援
課
） 

      

　 

：
 

：
 

：
 

：
 

　
4
月
17
日（
火
）京
田
辺
校
地
ラ
グ
ビ
ー
場
で
、

人
工
芝
敷
設
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ

た
。
今
年
1
月
に
工
事
を
開
始
し
、約
1
4
、

5
0
0
㎡
の
ラ
グ
ビ
ー
場
全
面
に
人
工
芝
を
敷

設
し
た
。人
工
芝
は
ド
イ
ツ
製（Polytan

社
）で
4

層
構
造
、モ
ノ
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
製
法
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、芝
葉
の
先
は
割
れ
に
く
く
、肉
厚
で
芝
葉

が
柔
ら
か
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。芝
葉
が
厚
い
た
め

充
填
物
が
固
ま
り
に
く
く
、選
手
が
滑
り
込
ん
だ

際
に
捻
挫
な
ど
の
怪
我
が
少
な
い
。ま
た
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
周
囲
に
は
、ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
を

新
た
に
設
置
し
た
。総
工
費
は
約
1
億
5
千
万

円
、う
ち
約
5
千
万
円
は
企
業
や
卒
業
生
、教
職

員
の
浄
財
に
よ
り
賄
わ
れ
た
。 

　
式
典
の
挨
拶
で
は
、八
田
英
二
学
長
が「
陸
上

競
技
場
な
ど
、さ
ら
な
る
体
育
施
設
の
充
実
化
を

図
り
、新
た
に
設
置
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学

部
の
授
業
で
も
有
効
に
使
っ
て
い
き
た
い
」と
述
べ
、

ラ
グ
ビ
ー
部
に
つ
い
て
は
、「
国
内
で
の
活
躍
に
と

ど
ま
ら
ず
、世
界
の
同
志
社
ラ
グ
ビ
ー
へ
発
展
し
て

欲
し
い
」と
激
励
。

式
典
の
後
に
行
わ

れ
た
ミ
ニゲ
ー
ム
で
は
、

選
手
た
ち
が
生
き

生
き
と
し
た
プ
レ
イ

を
披
露
し
た
。
晴

天
の
下
、新
し
く
な

っ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、

人
工
芝
の
グ
リ
ー
ン

と「D
O
SH
ISH
A

」

文
字
の
入
っ
た
ゴ
ー

ル
ポ
ス
ト
の
紫
が
、

色
鮮
や
か
に
輝
い
た
。

（
京
田
辺
校
地
施

設
課
） 
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1961年生まれ、兵庫県出身。大学卒業
後、村田機械に入社。津田駒工業を経
て、1989年片山商店（本社：兵庫県西
脇市）入社。2000年から現職。2004年、
中小企業庁長官賞（全国繊維交流プ
ラザ）、2005年、多品種小ロット織物生
産システムで第１回ものづくり日本大賞
内閣総理大臣賞を受賞。地場産業で
ある播州織物の活性化をめざし、「世
界初」の繊維機械開発に心血を注ぐ。 

片山 象三さん 
【1983年商学部卒業】 

株式会社片山商店代表取締役 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー 

佐
野
恵
一
さ
ん
　 

経
済
学
部
4
年
次
生 

※ロット…生産や出荷の単位としての、同一製品の集り。（広辞苑 第五版） 

メ
ー
カ
ー
も
、コ
ス
ト
の
高
い
国
内
製
造
か
ら
切
り

替
え
、中
国
シ
フ
ト
を
急
速
に
進
め
ま
し
た
。今
後
、

織
物
産
地
が
生
き
残
っ
て
い
く
に
は
、多
品
種
小
ロ

ッ
ト
で
付
加
価
値
の
高
い
製
品
を
作
る
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。言
葉
で
言
う
の
は
簡
単
で
す
が
、多
品
種

小
ロッ
ト
生
産
は
ど
ん
な
製
造
現
場
に
お
い
て
も
コ

ス
ト
ア
ッ
プ
に
な
り
ま
す
。高
コ
ス
ト
の
も
の
を
安
く
、

し
か
も
短
納
期
で
作
ら
な
い
と
い
け
な
い
。そ
の
た

め
の
仕
組
み
を
作
っ
て
、何
よ
り
国
内
に
も
の
づ
く

り
を
残
し
た
い
、そ
ん
な
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。 

佐
野
●
片
山
さ
ん
は
同
志
社
大
学
を
卒
業
さ
れ

て
、す
ぐ
今
の
仕
事
に
就
か
れ
た
の
で
す
か
。 

片
山
●
い
い
え
、卒
業
後
は
京
都
の
村
田
機
械
に

入
社
し
た
の
で
す
。そ
の
後
、家
業
を
継
ぐ
こ
と
を

決
め
、い
っ
た
ん
別
の
繊
維
機
械
の
メ
ー
カ
ー
に
転

職
、機
械
に
つ
い
て
勉
強
し
た
う
え
で
89
年
に
家
業 

佐
野
●
片
山
さ
ん
は
第
1
回「
も
の
づ
く
り
日
本

大
賞
」の
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
す
が
、受
賞
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
す
か
。 

片
山
●
高
級
ブ
ラ
ン
ド
向
け
の
織
物
を
、多
品
種

小
ロッ
ト※
で
つ
く
る
生
産
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
の

で
す
。こ
れ
ま
で
は
、織
物
の
色
柄
を
変
え
る
度
に

織
機
を
止
め
、新
た
に
縦
糸
を
準
備
し
直
す
必
要

が
あ
り
ま
し
た
。そ
れ
を
、順
番
に
色
を
つ
な
い
で

い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、任
意
の
長
さ
で
異
な
っ
た
色

を
持
つ
縦
糸
を
作
る
よ
う
に
し
た
の
が「
ア
レ
ン
ジ

ワ
イ
ン
ダ
ー
」と
い
う
機
械
で
す
。そ
の
機
械
を
既

存
の
大
量
生
産
の
設
備
の
中
に
組
み
入
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、多
く
の
種
類
の
織
物
を
少
な
い
量
で
生

産
で
き
る
、世
界
初
の
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
た
の
で
す
。

実
は
、織
物
の
縦
糸
を
作
る
工
程
は
、10
着
作
る
の

も
1
万
着
作
る
の
も
、手
間
は
そ
う
変
わ
ら
な
い

の
で
す
よ
。だ
か
ら
ロッ
ト
が
少
な
い
と
、も
の
す
ご

く
コ
ス
ト
が
あ
が
る
。し
か
し
、こ
の
機
械
で
5
つ
の

色
の
縦
糸
を
作
る
と
、極
端
に
言
え
ば
、コ
ス
ト
は

5
分
の
1
に
な
り
ま
す
。色
数
が
多
け
れ
ば
多
い

ほ
ど
、ロッ
ト
が
小
さ
け
れ
ば
小
さ
い
ほ
ど
、こ
の
機

械
の
効
果
が
出
て
く
る
わ
け
で
す
。 

佐
野
●
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
作
ろ

う
と
考
え
ら
れ
た
の
で
す
か
。 

片
山
●
こ
こ
兵
庫
県
西
脇
市
の
地
場
産
業
で
あ
る

播
州
織
物
は
、2
0
0
年
の
歴
史
を
持
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、1
9
8
8
年
を
ピ
ー
ク
に
生
産
量
も

出
荷
額
も
右
肩
下
が
り
で
落
ち
込
ん
で
お
り
、生

産
量
は
最
盛
期
の
3
分
の
1
に
ま
で
減
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
は
中
国
に
あ
り
ま
す
。少
な
い
品
種
の

も
の
を
大
量
に
作
ろ
う
と
す
れ
ば
、人
件
費
の
安

い
中
国
に
は
到
底
太
刀
打
ち
で
き
な
い
。ア
パ
レ
ル 

「
新
島
襄
と
そ
の
周
辺
」 

太
田 

雅
夫
さ
ん（
1
9
5
4
年
法
学
部
卒
） 

青
山
社
　
2
5
0
0
円（
税
別
） 

 

 

力
強
い
彼
女
の
言

葉
に
、参
加
者
は
静

か
に
聞
き
入
っ
た
。 

　
　
　
　（
広
報
課
） 

  

　 　
4
月
17
日（
火
）京
田
辺
校
地
ラ
グ
ビ
ー
場
で
、

人
工
芝
敷
設
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ

た
。
今
年
1
月
に
工
事
を
開
始
し
、約
1
4
、

色
鮮
や
か
に
輝
い
た
。

（
京
田
辺
校
地
施

設
課
） 
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写真左：兵庫県立工業技術センター　藤田 浩行さん（1987年工学部卒） 
　　　 織物から大量に発生する半端な残糸をつなぎ、カラフルな織物を作る技術を片山商店と兵庫県立工業技術センターが 
　　　 共同開発し、ともに第1回「ものづくり日本大賞」の内閣総理大臣賞を受賞。 

に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。商
学
部
出
身
で
す
か
ら
、最

初
に
入
っ
た
村
田
機
械
で
は
営
業
職
で
し
た
。し
か

し
、ち
ょ
う
ど
伸
び
盛
り
の
時
期
で
人
手
不
足
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、自
分
で
売
っ
た
機
械
を
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
ま
で
担
当
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。そ
の
時
、独

学
で
機
械
に
つ
い
て
勉
強
し
た
こ
と
が
今
に
な
っ
て

生
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
ね
。営
業
の
経
験
し
か

な
か
っ
た
ら
、機
械
を
開
発
し
よ
う
と
い
う
発
想
は

生
ま
れ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

佐
野
●
片
山
さ
ん
の
会
社
は
繊
維
機
械
の
販
売
で

す
か
ら
、や
は
り
織
物
産
業
が
活
気
づ
か
な
い
と
困

る
わ
け
で
す
ね
。 

片
山
●
確
か
に
困
り
ま
す
が
、こ
の
シ
ス
テ
ム
を
作

っ
た
こ
と
で
会
社
が
儲
か
る
か
と
い
う
と
、実
際
は

そ
れ
ほ
ど
儲
か
っ
て
い
ま
せ
ん（
笑
）。現
実
に
ま
だ

開
発
費
が
ペ
イ
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
到
達
し
て
い
ま

せ
ん
の
で
…
。ど
ん
な
製
造
業
で
も
大
量
生
産
型

の
仕
組
み
が
大
半
で
す
。そ
れ
を
リ
プ
レ
ー
ス
す
る

の
は
も
の
す
ご
く
経
費
が
か
か
る
の
で
す
。し
か
し
、

私
は
機
械
を
作
る
の
と
同
時
に
生
産
現
場
に
も
い

ろ
い
ろ
な
工
夫
を
し
ま
し
た
。従
来
の
大
量
生
産

の
仕
組
み
を
そ
の
ま
ま
生
か
せ
る
よ
う
に
し
た
の

で
す
。そ
も
そ
も
の
発
想
は
、あ
く
ま
で
産
地
が
生

き
残
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
と
い
う
こ

と
で
す
。繊
維
産
業
は
こ
の
地
域
の
基
幹
産
業
で

す
か
ら
、雇
用
も
含
め
て
地
域
を
支
え
る
産
業
を

何
と
か
し
て
残
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。そ

う
い
う
社
会
的
意
義
も
考
え
な
く
て
は
い
け
ま
せ

ん
。 

佐
野
●
私
は
今
、経
済
学
部
の
4
年
次
生
で
す
が
、

介
助
が
必
要
な
障
害
者
の
方
や
お
年
寄
り
に
旅
行

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
事

業
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。片
山
さ
ん
は
業
界
へ
の

危
機
感
、そ
れ
に
対
す
る
問
題
意
識
か
ら
何
と
か

し
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
思
い
を
持
た
れ
た
と
い

う
こ
と
で
す
が
、私
の
場
合
も
、高
齢
で
介
護
が
必

要
な
祖
母
と
一
緒
に
家
族
旅
行
に
出
か
け
た
時
、入

浴
さ
せ
る
の
に
母
が
大
変
苦
労
し
た
の
を
見
て
、「
誰

か
ほ
ん
の
少
し
手
を
貸
し
て
く
れ
る
と
助
か
る
の

に
」と
思
っ
た
こ
と
が「
人
の
手
を
提
供
す
る
サ
ー

ビ
ス
」を
考
え
た
き
っ
か
け
で
し
た
。 

片
山
●
社
会
的
意
義
と
い
う
点
で
は
、す
ご
く
良

い
と
こ
ろ
に
着
眼
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
ね
。で
も
、

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
考
え
る
と
楽
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

私
自
身
も
、確
か
に
社
会
的
意
義
の
あ
る
も
の
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、課
題
は
い
か
に
し
て

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
り
立
た
せ
る
か
な
の
で
す
。そ

の
た
め
に
は
、私
た
ち
が
や
っ
て
い
る
こ
と
を
真
似

す
る
人
が
出
て
き
て
、広
が
っ
て
い
か
な
く
て
は
い
け

な
い
。そ
し
て
広
が
る
に
は
、自
分
た
ち
が
利
益
を

出
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。単
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
は
駄
目
な
の
で
す
。 

佐
野
●
私
の
場
合
も
ま
さ
に
そ
う
で
す
。こ
の
事

業
を
大
手
の
旅
行
会
社
が
あ
ま
り
や
ら
な
い
の
は
、

手
間
が
か
か
っ
て
リ
ス
ク
が
高
い
と
判
断
し
て
い
る
か

ら
で
す
。私
が
き
ち
ん
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

作
っ
て
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
く
一つ
の
事
業
と
し
て

確
立
す
れ
ば
、も
っ
と
広
が
っ
て
市
場
も
拡
大
し
て

い
く
と
思
い
ま
す
。 

片
山
●
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
り
立
た
せ
る
に
は
利

益
を
出
さ
な
い
と
い
け
な
い
と
言
い
ま
し
た
が
、で

は
自
分
の
会
社
だ
け
儲
け
れ
ば
い
い
の
か
と
い
う
と
、

そ
れ
は
違
い
ま
す
。例
え
ば
、「
ア
レ
ン
ジ
ワ
イ
ン
ダ

ー
」は
ヨ
ー
ロッパ
、南
米
に
も
販
売
し
て
い
ま
す
。世

界
で
優
秀
な
繊
維
機
械
を
作
っ
て
い
る
の
は
日
本

と
ヨ
ー
ロッ
パ
で
す
が
、今
は
繊
維
機
械
の
7
割
が
中

国
に
一
極
集
中
し
て
い
ま
す
。ヨ
ー
ロッ
パ
や
南
米
に

と
っ
て
も
、共
通
の
競
争
相
手
は
中
国
な
の
で
す
。

だ
か
ら
、い
く
ら
機
械
の
大
量
オ
ー
ダ
ー
が
あ
っ
て
も
、

中
国
に
は
売
っ
て
い
ま
せ
ん
。中
国
に
販
売
す
る
と

儲
か
る
こ
と
は
確
か
で
す
が
、そ
れ
で
は
中
国
に
対

抗
し
て
国
内
で
も
の
づ
く
り
を
、と
い
う
本
来
の
目

的
か
ら
外
れ
て
し
ま
い
、何
の
た
め
に
開
発
し
た
の

か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

佐
野
●
確
か
に
、自
分
だ
け
が
儲
け
よ
う
と
思
っ
た

ら
誰
も
協
力
し
て
く
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。04
年
、

台
風
の
被
害
で
機
械
が
ス
ク
ラ
ッ
プ
同
然
に
な
っ
た

時
、メ
ー
カ
ー
の
人
が
徹
底
的
に
分
解
掃
除
し
て
新

品
同
様
に
戻
し
て
く
れ
た
と
い
う
お
話
が
あ
る
と

聞
き
ま
し
た
。こ
う
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
、や
は
り
自

だ
け
で
は
な
く
、

を

く
し
た
い
と

る

で

が
、そ

を
5

で

さ

ら

る

と
は

う

を

っ
て
い
こ
う
と
し
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今回、片山さんとお話をすることができて、とても勉強になりました。ビジネスの分

野は全く異なりますが、めざしていることや今後の課題など、共通した部分が多く、

お話しいただいたこと全てが私のこれからの糧になります。片山さんは「佐野さん

のビジネスが、事業として成り立つ社会にならないと駄目ですね」と言ってください

ました。私の事業も今年８月には法人化する予定ですが、今後きちんとしたビジネス

として確立していくにはいろんな壁があるはずです。片山さんからいただいた励まし

の言葉を大事に、これからも頑張っていこうと思います。 

2005年12月、同志社大学第２
回ビジネスプランコンテストで最
優秀賞を受賞。その後、介助者
の派遣を含めたバリアフリー旅
行の企画を行う「旅のお手伝い
楽楽」を起業。登録スタッフ５人
を抱え、学生ベンチャーとして奮
闘中。 

お話し全てが勉強になり、私の糧になりました。 
佐野 恵一さん 
経済学部４年次生 

写真左：兵庫県立工
　　　 織物から大量
　　　 共同開発し、

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
考
え
る
と
楽
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

私
自
身
も
、確
か
に
社
会
的
意
義
の
あ
る
も
の
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、課
題
は
い
か
に
し
て

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
り
立
た
せ
る
か
な
の
で
す
。そ

台
風
の
被
害
で
機
械
が
ス
ク
ラ
ッ
プ
同
然
に
な
っ
た

時
、メ
ー
カ
ー
の
人
が
徹
底
的
に
分
解
掃
除
し
て
新

品
同
様
に
戻
し
て
く
れ
た
と
い
う
お
話
が
あ
る
と

聞
き
ま
し
た
。こ
う
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
、や
は
り
自

分
だ
け
で
は
な
く
、業
界
全
体
を
良
く
し
た
い
と

い
う
片
山
さ
ん
の
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
な
の
で
し
ょ

う
ね
。 

片
山
●
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。そ
も
そ
も
儲

け
る
と
い
う
の
は
、い
い
服
を
買
い
た
い
と
か
い
い
車

に
乗
り
た
い
と
か
、そ
う
い
う
目
的
で
は
な
い
の
で

す
よ
。利
益
を
上
げ
て
、次
に
は
何
を
す
る
か
、こ

ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
驚
か
れ
る
、そ
の
瞬
間

が
す
ご
く
嬉
し
い
か
ら
や
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
ね
。

佐
野
さ
ん
も
た
ぶ
ん
私
と
同
じ
よ
う
に
、お
客
さ

ん
が「
こ
ん
な
事
も
し
て
も
ら
っ
て
良
か
っ
た
」と
言

っ
て
く
れ
る
そ
の一
言
が
、も
の
す
ご
く
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
な
っ
て
い
る
の
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

佐
野
●
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
あ
り
ま
す
。よ
く
言
わ

れ
る
の
は
、普
段
、家
族
が
介
助
を
し
て
い
る
と
、往
々

に
し
て「
こ
こ
ま
で
し
か
で
き
な
い
」と
い
う
思
い
込

み
が
あ
る
。で
も
、私
た
ち
の
よ
う
な
第
三
者
が
サ

ポ
ー
ト
す
る
と
、「
こ
ん
な
こ
と
ま
で
で
き
る
の
」と

い
う
新
し
い
発
見
が
あ
る
そ
う
な
の
で
す
。そ
の
よ

う
な
反
応
は
、こ
の
仕
事
を
し
て
い
く
う
え
で
す
ご

く
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
て
く
れ
ま
す
。「
旅
の
お

手
伝
い
　
楽
楽
」と
い
う
名
前
で
す
が
、私
た
ち
の

仕
事
は
決
し
て
楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん（
笑
）。片
山

さ
ん
が
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
開
発
も
大
変
だ
と

思
い
ま
す
が
、や
め
た
い
と
思
わ
れ
た
こ
と
は
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。 

片
山
●
そ
れ
は
な
い
で
す
ね
。開
発
は
す
ご
く
お

も
し
ろ
い
。い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
ヒ
ン
ト
が
あ
り
ま

す
し
、他
の
分
野
の
も
の
を
見
て
い
る
と
さ
ま
ざ
ま

な
発
想
が
出
て
き
ま
す
。実
は
、私
は
開
発
を
始
め

る
時
に
、世
界
で
初
め
て
と
い
う
も
の
を
3
つ
作
り

た
い
と
考
え
た
の
で
す
。ま
ず
1
つ
目
が
、斜
め
織

り
織
機
。普
通
の
織
物
は
縦
糸
と
横
糸
が
90
度
で

交
差
す
る
の
で
す
が
、そ
れ
を
45
度
で
交
差
さ
せ

て
織
る
専
用
機
を
05
年
に
開
発
し
ま
し
た
。斜
め

織
り
の
素
材
は
産
業
用
ベ
ル
ト
な
ど
に
使
う
と
、柔

軟
性
が
上
が
り
伝
導
ロ
ス
が
減
っ
て
省
エ
ネ
効
果
が

あ
る
の
で
す
。2
つ
目
が
、最
初
に
お
話
し
し
た
多

品
種
小
ロッ
ト
生
産
シ
ス
テ
ム
。そ
し
て
、3
つ
目
が

「
織
物
試
織
シ
ス
テ
ム
」。「
中
国
と
同
じ
コ
ス
ト
、

中
国
の
2
分
の
1
の
納
期
で
、中
国
の
2
倍
品
質

の
良
い
織
物
を
作
る
仕
組
み
」と
言
っ
て
い
る
の
で

す
が
、今
ち
ょ
う
ど
開
発
の
途
中
で
す
。こ
れ
ら
は

す
べ
て
、大
手
企
業
が
あ
ま
り
手
が
け
よ
う
と
し
な

い
も
の
ば
か
り
な
の
で
す
。常
識
に
捉
わ
れ
て
い
て

は
で
き
な
い
と
い
う
点
で
も
共
通
し
て
い
ま
す
。佐

野
さ
ん
も
同
じ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、常
識

に
捉
わ
れ
ず
、い
か
に
他
の
分
野
の
も
の
と
融
合
さ

せ
て
い
く
か
も
大
事
で
す
ね
。 

佐
野
●
有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
付
加
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
組
み
込
ん
で
も
ら
っ
た
り
し
て
、旅
行
の
窓
口
か

ら
入
る
の
と
は
違
う
仕
組
み
を
作
っ
て
い
こ
う
と
し

て
い
る
の
で
す
が
、今
後
ど
れ
だ
け
広
げ
て
い
け
る

か
が
課
題
で
す
。最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、片
山
さ

ん
に
と
っ
て
同
志
社
大
学
で
の
4
年
間
は
ど
ん
な

も
の
だ
っ
た
の
か
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。 

片
山
●
い
ろ
ん
な
人
が
い
て
、も
の
す
ご
く
自
由
で
、

何
か
し
よ
う
と
い
う
時
に
仲
間
が
集
ま
っ
て
く
れ

る
。同
志
社
と
い
う
の
は
そ
ん
な
大
学
で
す
ね
。「
あ

い
つ
が
や
る
の
な
ら
助
け
て
や
ろ
う
」と
い
う
雰
囲

気
が
あ
る
の
で
す
。そ
の
よ
う
な
大
学
で
4
年
間

過
ご
し
た
こ
と
が
、機
械
の
開
発
に
当
た
っ
て
、村

田
機
械
、兵
庫
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
、そ
し
て
地

元
の
人
た
ち
み
ん
な
が
協
力
し
て
く
れ
た
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。1
人
で
は
何
も
で
き
な
か
っ
た

だ
ろ
う
し
、誰
か
が
欠
け
て
も
で
き
な
か
っ
た
。全

体
の
こ
と
を
考
え
て
、1
つ
の
目
的
に
向
か
っ
て
進

ん
で
い
く
。ま
さ
に
ワ
ン
パ
ー
パ
ス
で
す
ね
。そ
う
い

う
意
識
の
土
壌
を
作
っ
て
く
れ
た
大
学
に
、今
す

ご
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

佐
野
●
私
も
今
の
仕
事
を
始
め
て
か
ら
、同
志
社

の
卒
業
生
の
方
な
ど
い
ろ
い
ろ
人
た
ち
に
ご
協
力

い
た
だ
い
て
、だ
ん
だ
ん
形
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。ヘル

パ
ー
、看
護
師
な
ど
ス
タ
ッフ
は
も
ち
ろ
ん
、旅
行
会

社
の
人
に
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
っ
て
も
ら
っ
た
り
、事
務

所
、電
話
も
知
り
合
い
の
会
社
に
置
か
せ
て
も
ら
っ

た
り
、そ
れ
こ
そ
い
ろ
ん
な
人
た
ち
の
力
を
借
り
な

が
ら
や
っ
て
い
ま
す
。今
日
は
片
山
さ
ん
の
お
話
が

聞
け
て
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。 

片
山
●
私
の
ほ
う
こ
そ
、素
晴
ら
し
い
後
輩
と
お

話
が
で
き
て
と
て
も
良
い
時
間
で
し
た
。お
互
い
に

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 
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このシリーズは、毎号さまざまな分野で活躍する卒業生を訪ね、仕事に何を求め、仕事を通して何を考えてきたかを取材しています。 

級友の方々にとっては良き近況報告、学生諸君には将来のキャリア・プランと学生生活の現実を考える機会になれば幸いです。 

大学に入学した頃は司法書士と弁護士の
違いもわからなかった、という宮下さん。最
初に入った弁護士事務所の時代に大阪
弁護士会の消費者保護委員会に所属し、
悪徳商法やクレジットの消費者被害を研究。
大きな被害救済弁護団にも加わって、弁護
活動に奔走した。後輩には「自分がどう生
きていきたいかをよく考えてほしい。資格を
取ればいいというのではなく、資格を取って
何をしたいかということが大事です」とアド
バイスを贈る。 

宮下 幾久子さん 
【1991年法学部卒業】 
千里中央法律事務所 弁護士 

今
場
転
、
は
も
っ
ほ
の

 

社
し
た
の
が
2
0
0
5
年
の
こ
と
で
し
た
。 

　
法
学
部
を
卒
業
し
て
3
年
目
に
司
法
試
験
に
合
格
し
ま

し
た
。弁
護
士
に
な
っ
て
し
ば
ら
く
は
事
務
所
に
所
属
し
て
い

ま
し
た
が
、そ
の
後
、結
婚
と
出
産
を
経
て
独
立
し
ま
し
た
。

そ
れ
が
ち
ょ
う
ど
弁
護
士
に
な
っ
て
10
年
目
を
迎
え
る
年
で

し
た
。当
時
は
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
に
不
安
も
あ
り
ま
し

た
が
、自
分
の
ペ
ー
ス
で
仕
事
を
続
け
て
い
き
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
強
く
、独
立
し
て
事
務
所
を
構
え
る
決
心
を
し
た
の

で
す
。 

　
現
在
の
私
の
事
務
所
で
は
、私
と
も
う
1
人
の
弁
護
士
、そ

れ
に
2
人
の
事
務
員
、ス
タッフ
4
人
の
す
べ
て
が
女
性
で
す
。

そ
の
た
め
か
、依
頼
者
の
方
が
わ
り
と
気
軽
に
相
談

に
来
ら
れ
る
事
務
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。弁
護
士
と

し
て
の
私
の
仕
事
も
い
わ
ば
町
医
者
の
よ
う
な
も

の
で
、離
婚
、破
産
、相
続
、賃
貸
借
の
ト
ラ
ブ
ル
、売

掛
金
の
回
収
…
身
の
周
り
の
ど
こ
に
で
も
あ
る
よ

う
な
ト
ラ
ブ
ル
が
中
心
で
す
。そ
う
し
た
民
事
事
件

を
多
く
扱
い
、さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
の
人
生
を
見

て
い
る
と
、い
か
に
自
分
が
恵
ま
れ
て
い
る
か
と
い
う

こ
と
に
気
付
か
さ
れ
た
り
、ま
た
、気
の
毒
な
境
遇

で
も
頑
張
っ
て
い
る
方
に
、逆
に
私
の
方
が
励
ま
さ

れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。人
生
は
ま
さ
に

ド
ラ
マ
よ
り
も
劇
的
で
、一
人
一
人
の
人
生
か
ら
得
る

も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
。 

　
そ
も
そ
も
私
が
法
学
部
に
入
学
し
た
の
は
、何

か
資
格
を
取
っ
て一
生
働
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
か

ら
で
し
た
。最
初
、頭
に
浮
か
ん
だ
資
格
は
司
法
書

士
で
し
た
が
、大
学
入
学
後
、偶
然
に
司
法
試
験
の

説
明
会
に
行
く
機
会
が
あ
り
、司
法
試
験
を
め
ざ

す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、大
学
時
代
は
司

法
試
験
だ
け
を
目
標
に
す
る
の
で
は
な
く
、習
い
事
や
ア
ル
バ

イ
ト
に
も
精
を
出
す
普
通
の
学
生
生
活
で
し
た
。学
生
時
代

は
や
り
た
い
こ
と
を
存
分
に
や
っ
て
、悔
い
の
な
い
4
年
間
に

し
た
か
っ
た
の
で
す
。そ
こ
で
3
年
次
の
夏
休
み
に
は
、ド
イ
ツ

の
マ
イ
ン
ツ
大
学
の
サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

約
2
カ
月
間
の
短
期
留
学
で
し
た
が
、外
国
人
、日
本
人
と

も
に
た
く
さ
ん
の
個
性
的
な
友
人
に
出
会
い
、そ
の
後
の
私
の

生
き
方
や
考
え
方
に
も
影
響
が
あ
っ
た
と
思
え
る
ほ
ど
大
き

な
も
の
を
得
ま
し
た
。そ
の
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、心
お

き
な
く
試
験
勉
強
に
集
中
で
き
ま
し
た
し
、そ
の
後
の
踏
ん

張
り
が
利
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
今
、弁
護
士
と
し
て
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、誰
に
対
し
て

も
尊
敬
の
気
持
ち
を
持
っ
て
接
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

依
頼
者
の
話
を
聞
く
場
合
で
も
、そ
の
人
の
立
場
に
立
っ
て

考
え
、そ
の
人
が
人
生
の
中
で
積
み
重
ね
て
き
た
も
の
を
汲
み

取
れ
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。事
件
の
本
質
に
迫
る
た

め
に
は
、そ
の
人
を
理
解
す
る
こ
と
が
何
よ
り
重
要
な
の
で

す
。依
頼
者
の
話
を
じ
っ
く
り
聞
き
、本
当
の
気
持
ち
に
近
づ

け
る
よ
う
に
し
た
い
。そ
う
す
れ
ば
自
然
に
相
手
も
心
を
開

い
て
く
れ
、事
務
所
を
出
て
行
か
れ
る
時
に
は
表
情
も
明
る

く
変
わ
っ
て
い
る
の
で
す
。人
の
役
に
立
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
、こ
の
職
業
を
選
ん
で
本
当
に
良
か
っ
た
と
感
じ
る
瞬
間
で

す
。 

　
私
に
と
っ
て
弁
護
士
は一
生
続
け
て
い
き
た
い
仕
事
で
す
。い

ず
れ
子
ど
も
が
大
き
く
な
っ
た
ら
、仕
事
の
ペ
ー
ス
を
上
げ
て

本
格
的
に
活
動
し
た
い
。弁
護
士
を
始
め
た
頃
の
気
持
ち
を

大
切
に
、今
後
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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このシリ

級友の方

大学入学後に始めたボードセーリングは今
も趣味として続け、３年連続で国体に出場
している。銀行退職後の４年間は“流転
の日々 ”だったが、折 で々の人との出会いが、
その後の方向を決定づけてきた。「仲間は
大切です。人生はこれに尽きると言っても
いいのではないでしょうか。一生つき合っ
ていける仲間を、ぜひ学生時代に作ってほ
しい」という言葉にも、杉浦さんならではの
実感がこもっている。 

杉浦 万正さん 
【1998年経済学部卒業】 
トーマツコンサルティング株式会社 
シニアコンサルタント 
 

　
大
学
卒
業
後
、東
京
三
菱
銀
行（
当
時
）に
入
社
し
ま
し
た

が
、学
生
時
代
に
取
り
組
ん
で
い
た
ボ
ー
ド
セ
ー
リ
ン
グ
の
夢

が
あ
き
ら
め
き
れ
ず
退
社
、そ
の
後
半
年
間
、奄
美
大
島
で
練

習
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
し
た
。そ
の
後
、偶
然
出
会
っ
た
人
に

誘
わ
れ
て
、東
京
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。そ
れ
が
ち
ょ
う
ど
2
0
0
0
年

の
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
の
頃
で
す
。そ
の
後
、小
規
模（
総
勢
5
名
）の
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
に
転
職
し
た
り
、ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

観
戦
す
る
目
的
で
世
界
一
周
の
旅
に
出
た
り
と
、激
動
の
20
代

を
過
ご
し
ま
し
た
。そ
し
て
現
在
の
会
社
の
募
集
を
知
り
、入

社
し
た
の
が
2
0
0
5
年
の
こ
と
で
し
た
。 

　
最
初
に
入
社
し
た
銀
行
の
仕
事
は
好
き

で
し
た
し
、法
人
・
個
人（
富
裕
層
）の
新
規

担
当
で
個
人
表
彰
を
受
け
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。し
か
し
そ
れ
を
投
げ
打
っ
た
理
由
は
、

ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
何
か
を
追
求
し
た
い
と

い
う
貪
欲
な
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。大

学
時
代
に
は
世
界
選
手
権
に
出
場
し
、そ

の
世
界
で
生
き
て
い
き
た
い
、い
つ
か
は
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
い
と
真
剣
に
考
え
て

い
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
今
は
、

「
ボ
ー
ド
セ
ー
リ
ン
グ
で
世
界
を
め
ざ
す
」

と
い
う
目
標
の
代
わ
り
に
打
ち
込
め
る
も

の
を
見
つ
け
ま
し
た
。そ
れ
は
今
の
仕
事
で

す
が
、ア
ス
リ
ー
ト
も
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
も
、何

か
を
追
求
す
る
と
い
う
価
値
観
で
は
共
通

す
る
点
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

　
現
在
は
、会
計
系
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
ファ
ー

ム
の
中
で
、人
材
を
動
か
し
実
行
ま
で
支
援

す
る
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
オ
ペレ
ー
シ
ョ
ン（
Ｓ
＆
Ｏ
）

と
い
う
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
戦
略
部
隊
の
、フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｆ
Ｔ
）と
い
う
ユ
ニッ
ト
に
所
属
し

て
い
ま
す
。Ｆ
Ｔ
の
中
で
も
私
が
担
当
し
て
い
る
の
は
、会
計
を

ベ
ー
ス
に
し
た
戦
略
提
案
で
す
。経
理
・
財
務
の
機
能
強
化
を

メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
対

応
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
は
仕
事
が
生
活
の

ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
ま
す
が
、そ
れ
を
大
変
だ
と
思
う
の
で

は
な
く
、自
分
の
喜
び
と
し
た
い
。専
門
分
野
を
担
い
、自
分

の
仕
事
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
お
客
様
の
喜
び
に
つ
な
が
れ
ば
と
て

も
嬉
し
い
で
す
ね
。 

　
同
志
社
で
は
、自
由
と
責
任
と
い
う
考
え
方
に
触
れ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。し
か
し
在
学
中
は
、真
の
自
由
の
意
味
が
よ

く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。自
分
が
や
り
た
い
こ
と
を
や

る
の
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
、一
時
期
は
そ
れ
を
た
だ
ひ

た
す
ら
に
追
求
し
て
き
ま
し
た
。し
か
し
社
会
に
出
て
、自
由

の
裏
返
し
に
あ
る
責
任
の
意
味
も
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。無
秩
序
な
自
由
の
先
に
は
何
も
得
る
も
の
は
な
い
、

責
任
が
あ
る
か
ら
こ
そ
自
由
が
楽
し
い
と
い
う
こ
と
も
よ
う

や
く
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。 

　
後
輩
の
学
生
た
ち
に
は
、真
の
自
由
の
意
味
、そ
し
て
同
志

社
の
良
さ
を
理
解
し
て
ほ
し
い
で
す
。ま
た
、社
会
に
出
て
重

要
な
の
は「
自
分
で
考
え
る
」こ
と
で
す
。私
は
今
ま
で
、「
ど
こ

か
に
存
在
す
る
答
え
を
探
す
こ
と
」が
考
え
る
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。で
も
そ
れ
は
違
う
。本
当
の
意
味
で
自
分
の
頭

で
考
え
る
こ
と
を
し
な
い
と
、社
会
で
は
通
用
し
ま
せ
ん
。学

生
時
代
は
ク
ラ
ブ
活
動
に
没
頭
し
て
い
ま
し
た
が
、や
は
り
勉

強
は
大
切
だ
と
い
う
こ
と
も
身
に
染
み
て
わ
か
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
ね
。社
会
に
出
て
か
ら
後
悔
し
な
い
よ
う
、学
生
時

代
に
は
し
っ
か
り
勉
強
に
も
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 持
ち
が
強
く
、独
立
し
て
事
務
所
を
構
え
る
決
心
を
し
た
の

で
す
。 

　
現
在
の
私
の
事
務
所
で
は
、私
と
も
う
1
人
の
弁
護
士
、そ

れ
に
2
人
の
事
務
員
、ス
タッフ
4
人
の
す
べ
て
が
女
性
で
す
。

も
に
た
く
さ
ん
の
個
性
的
な
友
人
に
出
会
い
、そ
の
後
の
私
の

生
き
方
や
考
え
方
に
も
影
響
が
あ
っ
た
と
思
え
る
ほ
ど
大
き

な
も
の
を
得
ま
し
た
。そ
の
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、心
お

き
な
く
試
験
勉
強
に
集
中
で
き
ま
し
た
し
、そ
の
後
の
踏
ん
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2007年度東京講座の日程は下記のとおりです。多くの方々のご参
加をお待ちしています。 
【会場】同志社大学東京オフィス大セミナールーム 
　　　 （日本ビルヂング5階566区） 
　　　 JR東京駅八重洲北口・日本橋口から徒歩５分 
【時間】18：30～20：00 
 
◇インターセッション　 
統一テーマ：キリスト教・人間・こころ  
Ａ…6月27日(水)キリスト教と暴力 ―ドメスティック バイオレンスをめぐって―　
　　　　　　　　関谷直人 神学部教授 
Ｂ…7月25日(水)キリスト教と人間関係 ―自己と他者のあり方をみつめる― 
　　　　　　　三木メイ キリスト教文化センター専任講師 
Ｃ…10月1日(月)高齢社会とキリスト教 ―ある日系教会の試みを通して― 
　　　　　　　西村篤 神学部助教　 
 
◇第1セッション　　 
統一テーマ：1980年代とは何だったのか？ 
6月  1日（金）1980年代の国際政治　 
6月  8日（金）1980年代の日本政治　　村田晃嗣 法学部教授 
6月29日（金）1980年代の日本社会　 
 
◇第2セッション　 
統一テーマ：新島襄とエコロジー 
7月  6日（金）新島襄にみるエコロジー　岸基史 経済学部准教授 
7月13日（金）キリスト教とエコロジー　 和田喜彦 経済学部准教授 
7月20日（金）マサチューセッツとエコロジー　室田武 経済学部教授 
 
◇第3セッション　 
統一テーマ：金融市場と資金循環 
10月12日（金）資金循環と市場型間接金融　藤原秀夫 商学部教授
10月19日（金）金融市場の不完全性および不完備性　丸茂俊彦 商学部准教授 
10月26日（金）金融の不安定性 　植田宏文 商学部教授 
※詳細は、本学HP 
（http://www.doshisha.ac.jp/lifelong/event/koukai/tokyo/）
をご覧ください。 
【お問い合わせ先】人文科学研究所 TEL:075-251-3941 
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●今出川校地～寒梅館ハーディーホール・クローバーホール～ 
6月  3日（日）One　Voices「新入生歓迎ライブ」　　　13：00～ 
6月  6日（水）グリークラブ「アーモスト大学ズンバイズとのジョイントコンサート」 

17:30～ 
6月8日（金）、15日（金）国際居住研究会「映画『神の子達』上映」 

17:00～ 
6月10日（日）軽音楽部「OBとのジョイントコンサート」　13：00～ 
6月17日（日）とんがりぼうし「定例コンサート」　　　　 13：00～ 
 
6月29日（金）雅楽会・邦楽部・能楽部「合同公演会」　　 13：30～ 
6月30日（土）学生混声合唱団Ｃ.Ｃ.Ｄ.「フレッシュコンサート」  時間未定 
～明徳館～ 
6月21日（木）学生保健部会「献血」　　　　　　　　　 10：00～ 
6月26日（火）ピアノ研究会「ピアノコンサート」　　　　 時間未定 
 
●今出川校地～新町別館小ホール～ 
6月15日（金）～17日（日）同志社小劇場6月公演「フローズン・ビーチ」 
6月29日（金）～7月1日（日）第三劇場6月公演 
7月  6日（金）～8日（日）演劇集団Ｑ7月公演 
いずれも1日目18:00～、2日目14:00～と18:00～、3日目14:00～ 
 
●京田辺校地～ハローホール（ホール前広場含む）～ 
6月  1日(金)とんがりぼうし「定例コンデモ演奏」　　　 12:15～ 
6月  2日(土)F.S.S.「前期オープンホールコンサート」　 12:00～ 
6月  5日(火)保健サークル「AED講習会」 
6月  7日(木)とんがりぼうし「2回生コンサート」　　　　12:15～ 
6月  8日（金）soul 2 soul「ダンスステージ」　　　　　12:30～ 
　　　　　　 F.S.S.「前期定期演奏会デモ演奏」　　　  12:15～ 
6月 9日(土)とんがりぼうし「2回生コンサート」　　　  12:00～ 
6月15日(金)SMMA「4大軽音サークルジョイントコンサートデモ演奏」 

12:15～ 
6月16日(土)SMMA「4大軽音サークルジョイントコンサート」   

12:30～ 
6月21日(木)I.P.C「デモ演奏」　　　　　　　　　　　 12:15～ 
6月22日(金)軽音サークルPENTA「デモ演奏」　　　   12:15～ 
6月23日(土)軽音サークルPENTA「定期演奏会」　　　12:00～ 
6月29日(金)Jewels「Springステージ」　　　　　　  12:15～ 
6月30日(土)One Voice「新歓ライブ」　　　　　　　　時間未定 
7月  7日(土)F・A・C「定期演奏会」　　　　　　　　    11:00～ 
 
●学外 
6月  7日（木）学生混声合唱団C.C.D. 
　　　　「関西学生混声合唱連盟定期演奏会」 
　　　　【場所】フェスティバルホール（京阪「淀屋橋」駅⑦出口） 
6月  9日（土）混声合唱団こまくさ「フレッシュコンサート」 
　　　　【場所】栄光館 
6月12日（火）～17日（日）クラマ画会「前期展」 
　　　　【場所】ギャラリエヤマシタ2階（寺町三条上ル西側） 
6月16日（土）能楽部観世会「同志社観世能」 
　　　　【場所】嘉祥閣（両替町通竹屋町上ル東側） 
6月16日（土）交響楽団「第46回同立交歓演奏会」 
　　　　【場所】京都コンサートホール（地下鉄「北山」駅①番出口南へ） 
6月16日（土）～17日（日）書道部「青嵐展」 
　　　　【場所】建仁寺西来院（東山区大和大路通松原上ル東） 
6月17日（日）志清会「水無月茶会」 
　　　　【場所】国際交流会館（地下鉄東西線「蹴上駅」） 
6月23日（土）学生混声合唱団C.C.D.「早稲田・同志社交歓演奏会」 
　　　　【場所】第一生命ホール（東京） 
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6月23日（土）～24日（日） 
　　　　　  能楽部宝生会「全国宝生流学生能楽連盟京都大会」 
　　　　【場所】金剛能楽堂（地下鉄「今出川駅」⑥出口） 
6月28日（木）～7月1日（日）カメラクラブ 
　　　　「京都学生写真連盟主催TEMPERATURE～温度～」 
　　　　【場所】三条柳馬場ギャラリー、ギャラリーみすや、 
　　　　　　　 吉象堂ギャラリー、プチドール884 
7月  1日（日）混声合唱団こまくさ 
　　　　　「大阪大学男声合唱団・同志社混声合唱団こまくさＪＯＩＮＴコンサート」 
　　　　【場所】長岡京記念文化会館（阪急「長岡天神」駅西へ） 
7月   １日（日）グリークラブ「東西四大学合唱演奏会」 
　　　　【場所】昭和女子大学人見記念講堂（東京） 
7月   1日（日）リーダークランツ「新入生のためのJungfernkonzert」 
　　　　【場所】栄光館 
8月31日（金）～9月3日（月）法学研究会「第51回移動法律相談」 
　　　　【場所】8/31～9/1島根県松江市島根県民会館 
　　　　　　　 9/2～9/3鳥取県米子市米子コンベンションセンター 
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同志社大学には、建学以来脈々と受け継がれてきたキリスト教主義
教育、新島襄の教育理念、そしてその実践といった建学の精神と伝
統があります。Doshisha Spirit Weekは、キリスト教主義教育や創
立者・新島襄について触れ、同志社人としてのアイデンティティを高
めることを目的として2003年から始まりました。期間中は、講演や
展示、Doshisha College Songの歌唱指導などさまざまな企画が
行われます。 
【期　間】6月11日（月）～16日（土） 
＜京田辺校地＞ 
●講演 
6月12日（火）10：45～　本井康博 神学部教授 
6月13日（水）10：45～　大鉢忠 工学部教授（京田辺チャペル・アワー） 
6月14日（木）10：45～　佐野修弘 同志社スポーツユニオン会長 
6月15日（金）10：45～　水谷　誠 キリスト教文化センター所長 
　　　　　　 15：00～　井上勝也 同志社大学名誉教授 
●カレッジソング歌唱指導（多目的ホール前広場） 
6月11日（月）12：30～　応援団 
6月13日（水）12：40～　混声合唱団こまくさ 
●展示「戦後の同志社1946～1986」TC1－111 
＜今出川校地＞ 
●講演 
6月12日（火）18：05～　大岡次郎 同志社評議員（火曜チャペル・アワー） 
6月13日（水）  9：00～　神谷雄績 同志社大学嘱託講師 
　　　　　　 10：45～　百合野正博 商学部教授（水曜チャペル・アワー） 
6月14日（木）13：15～　北垣宗治 同志社大学名誉教授 
6月15日（金）10：45～　濱直樹 同志社スポーツユニオン理事長
●キャンパスめぐり隊 
6月16日（土）11：00～　至誠館前集合　案内人：本井康博 神学部教授 
※詳細は本学ＨＰや学内掲示板でお知らせします。 
【お問い合わせ先】キリスト教文化センター 
　　　　　　　　京田辺：0774-65-7370　今出川：075-251-3320

同じキャンパスで学ぶ障がい学生(challenged)のサポートスタッフ
を募集しています。初めての方でもできることはたくさんあります
ので、ぜひスタッフに登録してパソコン通訳、ビデオ字幕付けなどの
スタッフとして活動してください！各種講習会も開催していますので、
興味のある方は学生支援課までご連絡ください。時給：一律870円 
＜支援活動の内容＞ 
聴覚障害：ノートテイク、パソコン通訳、手話通訳、ビデオ字幕付け、ビデオ文字起こしなど 
視覚障害：講義資料、試験問題の点訳、拡大コピー、代筆、代読、ガイドヘルプなど 
肢体不自由：代筆、車椅子介助、トイレ介助、食事介助など 
〔お申し込み・お問い合わせ先〕 
京田辺校地学生支援課　TEL:0774-65-7410 
今出川校地学生支援課　TEL:075-251-3270  
　　　　　　　　　　　E-mail:jt-gakse@mail.doshisha.ac.jp

「木曜日には何かがある！」を合言葉に、開講期間中の毎週木曜日、映
画上映を中心に多彩なイベントを開催しています。 
【会　場】寒梅館ハーディーホール 
【料　金】本学学生・教職員はすべて入場無料 
　　　　6/7：一般1000円／他学生500円／Hardience 800円 
　　　　6/14・21：一般1300円／他学生・Hardience 1000円 

●6月7日（木）映画『硫黄島からの手紙』15：00～／18：30～ 
　監督：クリント・イーストウッド　出演：渡辺謙、二宮和也、伊原剛志 
●6月14日（木）映画『千の風になって』10：30～／13：30～／16：00～ 
　監督：金秀吉　出演：南果歩、西山繭子、伊藤高史 
●6月21日（木）映画『佐賀のがばいばあちゃん』 
　10：30～／13：00～／15：30～／18：30～ 
　監督：倉内均　原作：島田洋七　出演：吉行和子、浅田美代子、工藤夕貴 
●6月28日（木）新作試写会【要整理券】（詳細未定） 
※内容は都合により変更になる場合があります。次回は、秋学期10
月から再開します。 
【お問い合わせ先】今出川校地学生支援課　ＴＥＬ．075-251-3270
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開講期間中の毎週火曜日、寒梅館のミニシアター・クローバーホー
ルで、映画史に残る名作の数々を特集上映します。 
【会　場】寒梅館クローバーホール（地階）　【入場無料（DVD/VHS上映）】 
特集≪映画の中の子どもたち≫ 
●6月  5日（火）16：45～『新学期・操行ゼロ』（44分） 
　　　　　　　　　　　  『ローラーとバイオリン』（46分） 
　　　　　　    18：30～『アン・ラシャシャン』（7分） 
　　　　　　　　　　　  『大人は判ってくれない』（99分） 
●6月12日（火）16：45～『緑色の髪の少年』（88分） 
　　　　　　　  18：30～『トリュフォーの思春期』（105分） 
●6月19日（火）16：45～『お早よう』（94分） 
　　　　　　　  18：30～『童年往時』（138分） 
●6月26日（火）16：45～『河』（99分） 
　　　　　　　  18：40～『ミツバチのささやき』（99分） 
●7月10日（火）16：45～『僕の村は戦場だった』（94分） 
　　　　　　　　18：30～『霧の中の風景』（120分） 
※7/3（火）は休映。内容は都合により変更になる場合があります。
次回は、秋学期10月より再開します。 
【お問い合わせ先】今出川校地学生支援課　ＴＥＬ．075-251-3270

c i n ema

学生支援課主催の「うたとお芝居のワークショップ」参加者とコール・
フリューゲルによる共演ステージ。小学生を含むワークショップ参加
者たちは、4月からのびのびと、かつ真剣に、練習を重ねてきました。
ファンタジックな宮澤賢治の世界を、味わい深い音楽と共に、お楽し
みください。 
7月8日（日）14：30開場　15：00開演（17：00終演予定） 
会場：同志社大学寒梅館ハーディーホール 
第1ステージ 
　Missa inG　op.151作曲　Josef Gabriel Rheinberger　　 
第2ステージ 
　「四季のうた 日本のうた」　ふるさと・七夕さま・ずいずいずっころばし　など 
第3ステージ（うたとお芝居のワークショップ終了公演） 
　合唱劇「どんぐりと山猫」原作・宮澤賢治　作曲・萩京子 
出演：同志社大学学生支援課主催CLAP「うたとお芝居のワークショ
ップ」参加者、コール・フリューゲル 
入場料（予定）500円（未就学児は無料）。 
【お問い合わせ先】今出川校地学生支援課　ＴＥＬ．075-251-3270
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Ｆ
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。
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挑戦する人 

田口 沙緒理さん 
【政策学部4年次生】 
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